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障
が
い
を
も
つ
人
も
、
も
た
な
い
人

も
地
域
で
快
適
に
暮
ら
し
つ
づ
け
る

た
め
に
は
、
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を

支
え
る
サ
ー
ビ
ス
基
盤
を
整
え
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
バ
リ
ア
を
取
り

除
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
町
で
は
障
が

い
を
も
つ
人
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

障
が
い
福
祉
特
集

「
地
域
で
と
も
に
安
心
し
て
、

自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

★
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

障
が
い
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、
障
が
い

の
あ
る
人
や
難
病
の
あ
る
人
が
必
要
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

自
立
支
援
給
付

●

介
護
給
付

自
宅
や
施
設
で
の
入
浴
・
食
事
な
ど
の
日

常
生
活
に
お
け
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

•

居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

•

重
度
訪
問
介
護

•

同
行
援
護

•

行
動
援
護

•

重
度
障
害
者
等
包
括
支
援

•

短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

•

療
養
介
護

•

生
活
介
護

•

施
設
入
所
支
援

●

訓
練
等
給
付

身
体
的
ま
た
は
社
会
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
や
就
労
に
つ
な
が
る
支
援
を
行
い

ま
す
。

•

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
・
生
活
訓
練
・

宿
泊
型
自
立
訓
練
）

•

就
労
移
行
支
援

•

就
労
継
続
支
援
（
Ａ
型
、
Ｂ
型
）

•

共
同
生
活
援
助
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

●

地
域
相
談
支
援

 

障
害
者
支
援
施
設
や
精
神
科
病
院
に
長

期
入
院
な
ど
し
て
い
た
人
や
居
宅
に
お

い
て
単
身
な
ど
で
生
活
す
る
人
に
地
域

生
活
に
つ
い
て
相
談
、
訪
問
な
ど
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

•

地
域
移
行
支
援

•

地
域
定
着
支
援

●

自
立
支
援
医
療

　
（
更
生
医
療
、育
成
医
療
、精
神
通
院
医
療
）

心
身
に
障
害
の
あ
る
人
が
治
療
の
た
め
に

必
要
と
す
る
特
定
の
医
療
行
為
に
対
す
る

医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●

補
装
具

補
装
具
の
購
入
や
修
理
に
係
る
費
用
の
一

部
を
給
付
し
ま
す
。

※
介
護
保
険
の
対
象
者
は
介
護
保
険
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

★
障
害
児
福
祉
サ
ー
ビ
ス（
18
歳
未
満
）

　

児
童
福
祉
法
の
規
定
に
基
づ
き
、年
齢
や
障

が
い
特
性
に
応
じ
た
訓
練
な
ど
を
行
う
障
害

児
通
所
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

障
害
児
通
所
支
援

●

児
童
発
達
支
援

　

未
就
学
の
障
が
い
児
に
日
常
生
活
に
お
け

る
基
本
的
な
動
作
の
指
導
、
集
団
生
活
へ
の

適
応
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

就
学
中
の
障
が
い
児
に
放
課
後
ま
た
は
夏

休
み
な
ど
の
長
期
休
暇
中
に
お
い
て
、
生
活

能
力
の
向
上
の
た
め
の
必
要
な
訓
練
や
社
会

と
の
交
流
促
進
を
行
い
ま
す
。

名　　　称 電話番号 相　　　談　　　内　　　容

越前町障害者支援センター
さざんか

0778-34-8007
090-9768-6609

町内在住の障がいのある人やご家族の生活などのお困り事に対して、よりよい
地域生活を送るためにはどうしらよいかを一緒に考え、必要に応じて支援を行
い、安心した地域生活が送れるようサポートしていきます。

障害者110番 0776-29-1100 生活・結婚・離婚・財産・相続・仕事・福祉サービス・人権問題などの悩みなど安
心して生活できるようさまざまな相談に応じます。

高齢者・障害者の
人権あんしん相談 0570-003-110 虐待やいやがらせ、いじめ、差別などでお困りの高齢者・障がい者の人、あなたの

周りでそういったことを見聞きしたという人、どんなことでも相談してください。

福井県発達障害児者支援
センタースクラム福井 0776-22-0370 発達障害（自閉症スペクトラム障害・注意欠損・多動性障害・学習障害など）

に関する相談支援・療育支援・就労支援など行っています。

越前町障がい者虐待防止
センター（社会福祉支援室内） 0778-34-8724 虐待かもしれないと思ったら通報・相談してください。

★
地
域
生
活
支
援
事
業

　

地
域
の
実
情
や
障
が
い
の
あ
る
人
を
総
合

的
に
支
援
す
る
体
制
を
作
り
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

•

相
談
支
援

•

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援

•

意
思
疎
通
支
援

•

日
常
生
活
用
具
の
給
付
又
は
貸
与

•

日
中
一
時
支
援

•

移
動
支
援

•

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

•

福
祉
ホ
ー
ム

•

そ
の
他
の
日
常
生
活
ま
た
は
社
会
生
活
支
援

※
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

社
会
福
祉
支
援
室
、
各
住
民
サ
ー
ビ

ス
室
に
あ
る
冊
子
「
こ
こ
ろ
と
か
ら

だ
の
支
援
情
報
誌
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

障がいのある人への虐待は、
法律で禁止されています

　虐待は障がい者の尊厳を傷つける許されない行為です。
また、障がい者の自立や社会参加を進めるためにも虐待を
防止することが非常に重要です。

身体的虐待    … 暴力や体罰によって身体に傷やあざ、痛みを
与える行為など

具体的な例
平手うちする、殴る、蹴る、つねる、熱いものや辛いものを無理
やり食べさせる、部屋に閉じ込める、縛りつける

性的虐待    … 無理やりわいせつなことをしたりさせたりす
ること

具体的な例
性的暴力、性的行為の強要、わいせつな映像を無理やり見せる、
わいせつな話をする 

心理的虐待    … 脅し、侮辱などの言葉や態度、無視、嫌がら
せによって精神的に苦痛を与えること

具体的な例
「バカ」「アホ」など侮辱する言葉を浴びせる、怒鳴る、ののしる、
悪口を言う、仲間に入れない、わざと無視する

放棄・放任    … 食事や入浴、洗濯、排せつなどの世話や介助
をほとんどせず、障がい者の心身を衰弱させ
ること。

具体的な例
十分な食事を与えない、不潔な住環境で生活させる、学校へ
行かせない

経済的虐待    … 本人の同意なしに、財産や年金、賃金を使った
り、日常生活に必要なお金を渡さないこと。

具体的な例
賃金や年金を渡さない、財産や預貯金を勝手に使う

　家族や施設職員、雇用者などから虐待されていることに気
づいたらすぐに通報してください。
　虐待かどうか判断は必要ありません。少しでも疑いがある
と思われたら勇気をもってご相談ください。

越前町障がい者虐待防止センター　☎34-8724
生命の危険性がある場合は、警察（110番）
または救急（119番）に通報してください。

虐待の例として次のようなものがあります。

困ったときは下記窓口にお気軽にご相談を

STOPSTOP

　障害者手帳（身体障害者手帳・療育手帳・精神障
害者保健福祉手帳）をお持ちの皆さま、ご家族の
皆さま一緒に楽しみませんか！！

日　時　9月28日（日）午前10時～

場　所　Ｂ＆Ｇ財団朝日海洋センター体育館

内　容　フライングディスク　SMボーリング
　　　　「障害者110番」地区相談会　など

問合せ先　越前町身体障害者協会事務局
　　　　　☎34‒5517　FAX34‒5517

障がい者のつどい障がい者のつどい

　「じっとしているのが苦手」なお子さんや「呼び
かけても返事をしない」「偏食がひどくて決まった
ものしか食べない」など、お子さんについて「少
し気になる」ということはないですか。
　同じ失敗を繰り返したり、どうしても気になる
行動がなおらない場合、しかるだけではなく、な
ぜそんな失敗をしてしまうか、考えてみましょう。
一番困っているのは、お子さん自身かも知れません。
　このような言葉や発達がゆっくりだと思われる
お子さんを対象にした、こころの先生（心理相談員）
による個別相談会を実施しています。お子さんの
特性に合わせた支援を、一緒に考えてみませんか。
お気軽にご参加ください。

日　　時　9月26日（金）　午後1時から4時まで

場　　所　織田保健センター

スタッフ　臨床心理士

相談時間　約30分～ 1時間の個別相談です

料　　金　無料

申 込 み　予約制

申込・問合せ先　社会福祉支援室　☎34‒8724

発達相談会のお知らせ 発達相談会のお知らせ 

就労継続事業所による移動販売
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越前消防団宮崎地区第1分団越前消防団宮崎地区第1分団

第63回福井県消防操法大会 優勝！第63回福井県消防操法大会 優勝！
　7月26日、福井県消防学校で開かれた第63回福井県消防操法大会「ポンプ車操法の部」に福井県
内から9分団が出場し、越前消防団宮崎地区第1分団（江波地区）が気温38度という猛暑の中、動
きの節度・規律やタイムを競い、見事優勝に輝きました。宮崎地区第1分団は福井県代表として全国
大会に出場します。

　8月1日から6日まで山梨県で、平成26年全国高等学校総合体育大会（インターハイ）が開かれ、
越前町から丹生高校男女2チームが出場しました。

　女子は、初戦で埼玉県立飯能高校と対戦し、接戦となりましたが1対3で惜しくも敗れました。
　男子は、1回戦で徳島県立阿南工業高等学校と対戦し7対0、2回戦で埼玉県立飯能南高等学校と
対戦し4対0と勝利し、安定した強さで準決勝進出を果たしました。
　準決勝では、滋賀県立伊吹高等学校と対戦し、前半2対0で折り返し、後半に1点を返されるも追
随を許さず、最終4対2で勝ち、2年連続の決勝進出となりました。
　決勝は、岩手県立沼宮内高等学校との対戦となり、去年と同じ組合せとなりました。
　前半は、丹生高校が有利に試合を進めるも、得点には結びつかず、0対0のまま前半が終了しまし
た。後半に入ると、開始早々に丹生高校が得点を決め均衡を破りました。その後は、一進一退の攻
防が続きましたが、最後まで集中を切らさずに守りきり1対0で見事勝利し、2年連続の優勝となり
ました。

鯖江・丹生消防組合消防署
丹生分署  ☎36 ｰ 0119

問合せ先

第24回全国消防操法大会

平成26年11月8日（土）　午前9時から
東京都江東区　東京臨海広域防災公園

日　時

場　所

ホッケー丹生男子　2年連続全国制覇

男子
１回戦 丹生高等学校  ７－０  阿南工業高等学校（徳島）
２回戦 丹生高等学校  ４－０  飯能南高等学校（埼玉）
準決勝 丹生高等学校  ４－２  伊吹高等学校（滋賀）
決　 勝 丹生高等学校  １－０  沼宮内高等学校（岩手）

試合結果
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7
月
23
日
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
朝
日
多
目
的

ホ
ー
ル
で
”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“
法
務
大
臣
メ
ッ

セ
ー
ジ
伝
達
や
町
内
小
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
標
語
、
作
文

の
表
彰
式
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“
は
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域

の
チ
カ
ラ
、
す
べ
て
の
国

民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
の
な
い
地
域
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な

運
動
で
す
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜

▲表彰式

▲法務大臣メッセージ ▲みやざき子ども吟舞

　

7
月
28
日
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
町
内
の
教
職

員
を
対
象
に
不
審
者
対
応
の
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
、
鯖
江
警
察
署
生
活
安
全
課
の
酒
井 
光
博
さ
ん

を
講
師
に
招
き
、
実
技
を
含
め
不
審
者
に
対
す
る
心
構
え
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
実
技
研
修
で
は
、
参
加
者
が
さ
す
ま
た

や
離
脱
技
を
体
験
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
不
審
者
対
応

避
難
訓
練
の
情
報
交
換
や

改
善
点
を
話
し
合
い
ま
し

た
。
こ
の
研
修
は
、
各
学

校
で
2
学
期
以
降
に
行
わ

れ
る
不
審
者
対
応
避
難
訓

練
に
活
か
さ
れ
ま
す
。

学
校
を
不
審
者
か
ら
守
れ
！

不
審
者
対
応
の
教
職
員
研
修
会
開
催

　

8
月
16
日
、
オ
タ
イ
コ
・
ヒ
ル
ズ
で
Ｏ
・
Ｔ
Ａ
・
Ｉ
・
Ｋ
Ｏ

響
２
０
１
４
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

Ｏ
・
Ｔ
Ａ
・
Ｉ
・
Ｋ
Ｏ 

響
25
周
年
・
越
前
町
合
併
10
周
年

記
念
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
県
内
の
太
鼓
チ
ー
ム
な
ど
に
よ
る

「
２
５
０
人
太
鼓
」
で
、
勇
壮
な
太
鼓
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
町
内
の
子
ど
も
太
鼓
が
演
奏
さ

れ
、
家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
メ
イ
ン
の
「
Ｏ
・
Ｔ
Ａ
・
Ｉ
・
Ｋ
Ｏ 

響
宴

２
０
１
４　

鼓
響
豪
語
」
で
は
、
盛
岡
さ
ん
さ
踊
り
、
太
鼓

集
団　

天
邪
鬼
、
Ｏ
・
Ｔ
Ａ
・
Ｉ
・
Ｋ
Ｏ
座
「
明
神
」
の
演

奏
が
行
わ
れ
、
迫
力
あ
る
ス
テ
ー
ジ
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

7
月
31
日
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
「
越
前
か
が

や
き
未
来
塾
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
福
井
県
に
ゆ

か
り
の
あ
る
各
界
の
専
門
家
を
講
師
に
招
き
、
毎
年
町
内
の

中
学
1
・
2
年
生
を
対
象
に
講
演
を
行
う
も
の
で
す
。

　

今
年
は
元
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
で
第
20
代
Ｗ
Ｂ
Ａ
世
界
ス
ー

パ
ー
フ
ラ
イ
級
王
者
の
清
水
智
信
さ
ん
が
、「『
負
け
』
に
負

け
な
い
」
と
い
う
演
題
で
講
演
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
清
水
さ
ん
が
目
標
を
見
失
っ
て
い
た
高
校
時

代
に
ボ
ク
シ
ン
グ
に
出
会
い
、
挫
折
か
ら
学
び
な
が
ら
世
界

王
座
を
獲
得
す
る
ま
で
の
経
緯
や
、
周
り
の
人
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
さ
ん
は
質
疑
応
答
で
た
く
さ
ん
の
生
徒
か
ら
質
問
を

受
け
、
頑
張
る
の
が
苦
手
と
い
う
生
徒
に
は
、「
自
分
も
頑
張

る
の
が
嫌
い
だ
っ
た
。
目
標
を
持
っ
て
頑
張
る
と
、
た
と
え

結
果
が
で
な
く
て
も
、
自
分
は
こ
れ
だ
け
や
っ
た
ん
だ
と
思

え
る
こ
と
が
達
成
感
に

な
る
」
と
答
え
、
目
標

を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ

を
語
り
ま
し
た
。

特
色
あ
る
教
育
づ
く
り
事
業

越
前
か
が
や
き
未
来
塾

越
前
町
合
併
10
周
年
記
念

Ｏ
・
Ｔ
Ａ
・
Ｉ
・
Ｋ
Ｏ
響
２
０
１
４

負けた試合を紹介し、「この
負けがあったから今の自分
がある、と言えるようにな
ろうと思った」と振り返る
清水さん

　

8
月
11
日
、
県
庁
で
高
齢
者
叙
勲
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、

地
方
自
治
功
労
に
よ
り
作
藤
昇
さ
ん
（
左
右
）
が
旭
日
単
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

作
藤
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
9
月
か
ら
昭
和
62
年
8
月
と
平

成
7
年
9
月
か
ら
平

成
17
年
1
月
ま
で
の

15
年
5
ケ
月
の
永
き

に
わ
た
り
旧
越
前
町

議
会
議
員
を
務
め
ら

れ
、
町
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。 旭

日
単
光
章
を
受
章　

作
藤 

昇
さ
ん

▲250人太鼓

▲盛岡さんさ踊り

▲盛り上がる会場

▲太鼓集団　天邪鬼

　

8
月
20
日
、
長
須
浜
海
水
浴
場
で
越
前
町
バ
ス
事
業
者

連
絡
協
議
会
が
海
岸
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
全
国
に

誇
れ
る
、
自
分
た
ち
の
ふ
る
さ

と
越
前
海
岸
を
清
掃
し
、
き
れ

い
な
街
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と

に
よ
り
、
犯
罪
や
事
故
な
ど
を

防
ぎ
、
地
域
の
一
翼
を
担
う
こ

と
を
目
的
に
今
回
初
め
て
実
施

し
ま
し
た
。
当
日
は
会
員
お
よ

び
会
員
従
業
員
約
20
人
が
参
加

し
、
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
終
盤
の

長
須
浜
海
水
浴
場
の
ご
み
な
ど

を
集
め
ま
し
た
。

越
前
町
バ
ス
事
業
者
連
絡
協
議
会

越
前
海
岸
清
掃
地
域
振
興
事
業

　

7
月
26
日
・
27
日
、
越
前
町
役
場
前
お
ま
つ
り
広
場
で
、

第
39
回
あ
さ
ひ
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
町
民
に
よ
る
手
作
り
の
ま
つ
り
を
念
頭
に
、
一

日
目
は
、
地
元
の
方
を
中
心
と
し
た
「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
」
か
ら
始
ま
り
「
カ
ラ
オ
ケ
バ
ト
ルin

あ
さ

ひ
」、
そ
し
て
、
越
前
町
合
併
十
周
年
記
念
特
別
ゲ
ス
ト
の

タ
レ
ン
ト
「
ホ
リ
」
さ
ん
が
出
演
し
て
の
も
の
ま
ね
ラ
イ
ブ

で
は
会
場
を
大
い
に
湧
か
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
外
か
ら

多
く
の
ス
ポ
ン
サ
ー
賞
を
提
供
い
た
だ
い
た
「
お
楽
し
み
抽

選
会
」
で
は
、
当
選
し
た
方
が
喜
ん
で
景
品
を
受
け
取
っ
て

い
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
、
福
井
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
座
奏
と
パ
レ
ー

ド
や
「
ヨ
サ
コ
イ
」
か
ら
始
ま
り
、
婦
人
会
を
中
心
と
し
た

「
民
踊
パ
レ
ー
ド
」
の
後
、
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
で
あ
る
、「
あ

ん
ど
ん
山
車
」
が
、
夜
の
ま
ち
を
練
り
歩
き
、
勇
壮
な
山
車

の
光
と
色
の
競
演
が
見
る
人
に
感
動
を
与
え
、
打
上
花
火
は

山
車
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
町
内
外
か
ら
訪
れ
た

多
く
の
人
を
魅
了
し
ま
し
た
。

越
前
町
合
併
10
周
年
記
念

第
39
回
あ
さ
ひ
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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2014県民スポーツ祭　越前町チーム　大健闘
　2014県民スポーツ祭「市町対抗の部」において、軟式野球競技・ホッケー競技男子と女子が1位となり
ました。
　また、弓道競技一般女子「近的の部」では第2位、ソフトボール競技女子は3位に入賞しました。

成　績
順　位 競　　技　　名
１　  位 軟式野球競技
１  　位 ホッケー競技　男子
１  　位 ホッケー競技　女子
２  　位 弓道競技一般　女子（近的の部）
３  　位 ソフトボール競技　女子

男子決勝トーナメント

１回戦 糸生  １－６  フリーデン （栃木）
常磐  ２－０  鳥上小 （島根）

２回戦 朝日  ２－０  綾川 （香川）
常磐  ２－０  馬木・みなり （島根）

準決勝 朝日  １－１  常磐
ＳＯ  ２－１

決　勝 朝日  ０－１  今市第三 （栃木）

女子決勝トーナメント
１回戦 朝日  ２－０  豊岡（栃木県）
２回戦 朝日  ２－０  那加（岐阜県）
準決勝 朝日  ３－１  蟹谷（富山県）
決　勝 朝日  ３－０  仁多（島根県）

女子決勝トーナメント
１回戦 朝日  ４－０  Echizen HOMES
２回戦 朝日  ０－２  水堀・沼宮内（岩手）

▲優勝に輝いた軟式野球チームの皆さん

▲近的の部で2位に入賞した弓道一般女子の皆さん

▲越前オーシャンズの皆さん

▲3位に入賞したソフトボール女子の皆さん

▲優勝に輝いたホッケーチーム（男子）の皆さん ▲優勝に輝いたホッケーチーム（女子）の皆さん

　

7
月
25
日
か
ら
29
日
、
和
歌
山
県
高
野
山
で
開
か
れ
た
大

会
に
、
越
前
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
が
福
井
県
代
表
と
し
て
出
場
し

ま
し
た
。
全
国
か
ら
52
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
5
日
間
に
わ
た

り
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

第
1
試
合
目
は
、
岩
脇
リ
バ
ー
ス
タ
ー
ズ
（
徳
島
県
）
と

対
戦
し
、
6
対
0
の
完
封
で
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。
第
2
試

合
目
は
、
新
栄
少
年
野
球
部
（
佐
賀
県
）
と
対
戦
し
、
5
回

ま
で
に
3
点
を
先
取
さ
れ
る
厳
し
い
試
合
展
開
と
な
り
ま
し

た
。
6
回
に
2
点
を
返
し
、
最
後
ま
で
健
闘
し
ま
し
た
が
、

惜
し
く
も
3
対
2
で
敗
れ
ま
し
た
。

【
試
合
結
果
】

　

第
1
試
合　

越
前
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
（
福
井
）

　
　
　
　
　
　

6

0　

岩
脇
リ
バ
ー
ス
タ
ー
ズ
（
徳
島
）

　

第
2
試
合　

越
前
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
（
福
井
）

　
　
　
　
　
　

2

3　

新
栄
少
年
野
球
部
（
佐
賀
）

第
19
回
高
野
山
旗
全
国
学
童
軟
式
野
球
大
会

越前町内のホッケースポーツ少年団が大健闘しました！

朝日中学校女子、初の全国制覇！

　8月9日から11日まで、島根県奥出雲町で、全国ス
ポーツ少年団ホッケー交流大会が開かれ、朝日・常磐・
糸生・Echizen HOMES の各ホッケースポーツ少年団
の男女それぞれ8チームが参加しました。
　全国からは、男子24チーム、女子21チームが参加し、
越前町の男子3チーム、女子2チームが決勝トーナメン
トに進出しました。
　糸生スポ少男子、Echizen HOMES女子は惜しくも
決勝トーナメント1回戦で敗れ、前年度優勝の朝日スポ
少女子は、ベスト8となりました。
　朝日スポ少男子は、決勝で惜しくも敗れましたが堂々
の準優勝、常磐スポ少男子も3位という好成績を残して
くれました。 

　8月15日から18日まで、熊本県小国町で JOCジュニアオリンピックカップ第44回全日本中学生ホッ
ケー選手権大会が開かれ、全国各地のブロック予選を勝ち上がってきた強豪、男子24チーム、女子24チー
ムが熱戦を繰り広げました。
　越前町からは、朝日中学校の男女2チーム、織田中学校の男子チームが参加しました。
　朝日中男女、織田中ともに予選リーグを1位で通過し、決勝トーナメントに進出しました。
　中でも、朝日中女子は1回戦から安定した強さを見せ、決勝まで勝ち進み、決勝では強豪の仁多中学校（島
根県）と対戦しました。
　抜群の攻撃力と鉄壁の守備力で3－0と圧勝し、見事に初優勝を果たしました。

試合結果
男子決勝トーナメント

１回戦
朝日  １－２  大谷（富　山）
織田  ２－２  瀬戸（岡　山）
ＳＯ  １－２

▲3位に入賞した常磐ホッケースポーツ少年団（男子）の皆さん▲準優勝に輝いた朝日ホッケースポーツ少年団（男子）の皆さん

▲優勝に輝いた朝日中学校ホッケーチーム（女子）の皆さん
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7
月
26
日
、
越
前

町
営
朝
日
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
で
、
第
24

回
あ
さ
ひ
ま
つ
り
杯

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
開
か
れ
、
町
内

外
か
ら
60
チ
ー
ム

（
３
６
０
人
）
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

各
コ
ー
ト
で
は
、

夏
の
暑
さ
に
負
け
な

い
く
ら
い
熱
い
試
合

を
繰
り
ひ
ろ
げ
て
い

ま
し
た
。

【
試
合
結
果
】

　

優　

勝　

平
井
ク
ラ
ブ
（
鯖
江
市
）

　

準
優
勝　

つ
の
が
ク
ラ
ブ
（
敦
賀
市
）

　

第
3
位　

金
津
ク
ラ
ブ
（
あ
わ
ら
市
）

　

第
3
位　

花
み
ず
き
（
越
前
市
）

【
町
内
チ
ー
ム　

リ
ー
グ
成
績
】

　
（
1
コ
ー
ト
）
5
位　

織
田
ク
ラ
ブ

　
（
3
コ
ー
ト
）
3
位　

オ
タ
イ
コ

　
（
3
コ
ー
ト
）
5
位　

水
仙

　
（
6
コ
ー
ト
）
4
位　

江
波
タ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

　
（
7
コ
ー
ト
）
3
位　

ザ
・
キ
ャ
ッ
ツ
ア
イ

　
（
11
コ
ー
ト
）
3
位　

織
田
萩
チ
ー
ム

　
（
12
コ
ー
ト
）
5
位　

ビ
ッ
ク
ラ
ブ

第
24
回
あ
さ
ひ
ま
つ
り
杯

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

～みんなでつくる地域コミュニティ～～みんなでつくる地域コミュニティ～
朝日地域コミュニティ運営委員会

朝日地域コミュニティ運営委員会　☎34－7771問合せ先

　8月9日、朝日コミュニティセンターで「ヒップホップ
ダンス教室」を行い、小学1年生から6年生までの17人
が参加しました。MIHO先生の指導のもと、ストレッチ
から始まりリズム取りや振り付けを練習し、最後に音楽
に合わせて繰り返し踊りました。みんな初めての体験で
したが、楽しく踊ることができました。

キッズ　ヒップホップダンス教室

従　　来
○地区巡回ルート
　【定時運行】
　・朝日地区巡回ルート：1・5便
　・宮崎地区巡回ルート：2・5便
　【電話予約型の定時運行】
　・朝日地区巡回ルート：2・3・4・6便
　・宮崎地区巡回ルート：1・3・4・6便

○乗合ルート
　【電話予約型の定時区域運行】
　・朝日地区乗合ルート：1～ 4便
　・越前地区乗合ルート：1～ 3便
　・織田地区乗合ルート：1～ 4便

皆さんが便利で快適にコミュニティバスを利用できるよう、10月6日（月）からコミュニティ
バスの運行方式と運行時刻を変更します。主な変更点は次のとおりです。

変更点
1

変更点
2

変更点
3

各地区巡回ルートの利用者が多いデマンド・乗合ルートの一部区間を定時運行に変更

朝日・宮崎・越前・織田地区巡回ルートの土曜日運行の取り止め

コミュニティバスの乗継ダイヤの改善

地区巡回ルートの利用者が多いデマンド便を電話予約型運行から定時運行に変更します。
乗合ルートの利用者が多い区間を電話予約型運行から定時運行に変更します。

平成23年6月から土曜日の環状ルートと4地区の巡回ルートを、朝1便、昼1便運行していまし
た。しかし、利用者が少ないため各地区巡回ルートの土曜日の運行を取り止めます。
※土曜日の環状ルートは現行のとおり運行します。

環状ルートと越前地区巡回ルートの乗り換えにおいて、天候や交通状況などによる遅れや高齢者
の移動時間を考慮して、織田バスターミナルでの乗り換え時間を確保するため、越前地区巡回
ルート第3便の左右出発時間、織田バスターミナル到着時間が5分早くなります。

※予約は前日の午後5時までにお願いします。（予約受付時間　午前9時～午後5時まで）

ルート名 従　　　来 見直し後

越前地区
巡回ルート

第3便
左右 11：35発 ⇒ 織田バスターミナル 
　　　　　　　　 12：05着
　　　　　　　　 12：15発

第3便
左右 11：30発 ⇒ 織田バスターミナル 
　　　　　　　　 12：00着
　　　　　　　　 12：15発

10月6日（月）10月6日（月）からからコミュニティバスコミュニティバスのの
運行方式および運行時刻の一部が変更になります運行方式および運行時刻の一部が変更になります

変　更　後
○地区巡回ルート
　【定時運行】
　※毎日運行します。（平日（月～金））
　・朝日地区巡回ルート：1・2・3・5便
　・宮崎地区巡回ルート：2・3・4・5・6便
　【電話予約型の定時運行】
　※電話予約した場合のみ運行します。（平日（月～金））
　・朝日地区巡回ルート：4・6便
　・宮崎地区巡回ルート：1便
○乗合ルート
　【定時運行（一部区間）】
　※電話予約がなくても下記区間は運行します。
　・朝日地区乗合 : 1・4便の泰澄の杜 ⇔
　  （運行日：月・水・木） 上糸生方面⇔泰澄の杜間
　・越前地区乗合 : 1 ～ 3便のなぎさの湯 ⇔
　  （運行日：月・水・金） 玉川、血ケ平方面 ⇔
 なぎさの湯間
　・織田地区乗合 : 1・4便のすべての区間
　  （運行日：火・木） （入尾、笈松方面）

まちづくり課  ☎34 ｰ 8714　　予約センター  ☎34 ｰ 2222問合せ先

　

7
月
13
日
、
福
井
県
立
武
道
館
で
県
内
の
小
学
生
剣
士

約
２
５
０
人
が
参
加
し
て
第
48
回
福
井
県
少
年
剣
道
練
成

大
会
が
開
か
れ
、
個
人
戦
の
部
で
、
越
前
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

キ
ャ
プ
テ
ン
の
山
本
空
羽
さ
ん
（
城
崎
小
6
年
）
が
見
事
準

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
、
5
回
戦
ま
で
は
順
調
に
勝
ち
進
み
、
準
々

決
勝
、
準
決
勝
は
苦
し
い
展
開
と
な
り
ま
し
た
が
持
ち
前
の

粘
り
強
さ
で
延
長
戦
を
制
し
、
決
勝
に
進
出
し
ま
し
た
。
決

勝
で
は
、開
始
早
々
、1
本
を
先
取
さ
れ
、挽
回
を
期
し
て
果

敢
に
攻
め
込
み
ま
し
た
が
、
時
間
切
れ
と
な
り
ま
し
た
。
決

勝
戦
で
は
、
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
本
大
会
で
の
決
勝

戦
進
出
は
越
前
町
初
の
快
挙
で
立
派
な
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
、「
日
々
の
練
習
は
つ
ら
か
っ
た
け
ど
、
県
内

の
全
少
年
剣
士
や
保
護
者
が
見
守
る
中
、
決
勝
の
ひ
の
き
舞

台
で
、
試
合
が
で
き
て
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
い
い
成
績
が
残
せ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。」
と
抱
負
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。

第
48
回
福
井
県
少
年
剣
道
練
成
大
会
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鯖江・丹生消防組合 ※丹生分署　　☎３６－０１１９
 ※朝日分遣所　☎３４－０１１９
 ※越前分遣所　☎３７－０１１９

鯖江・丹生消防ホームページ
http://www.fd-sabaenyu.jp/問合せ先

9月9日は救急の日9月9日は救急の日
　毎年この日を含む1週間を「救急医療週間」（本年は9月7日～13日）として、全国各地で応急手当の講習
会を中心とした救急に関する様々な行事が実施されています。

普通救命講習のご案内

毎月第2土曜日
9：00~12：00
先着15人
鯖江・丹生消防組合消防署　救急係 ☎54-0119
（講習日の3日前までにお申し込みください）

鯖江市西山町13-22
鯖江・丹生消防組合消防署

日　時 場　所

定　員

申込先

●運動の重点
その一 子どもと高齢者の交通事故防止
・ 参加・体験・実践型の交通安全教室に積極的に参
加し、交通ルール・マナーを再認識し、自己の運
動能力等を認識して安全行動を実践しましょう。

・ 子どもと高齢者の交通安全について家族などで
話し合い、外出の際には、交通ルールの遵守や
反射材用品などの活用に努めましょう。

その二 夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用
中の交通事故防止

・ 夕暮れ時における自動車の早めのライト点灯
に努めましょう。

・ 夜間の歩行者や自転車利用者は反射材用品な
どの着用を心がけ、運転者はスピードダウン
を励行するなど歩行者、自転車利用者に対す
る思いやりのある運転に努めましょう。

その三 全ての座席にシートベルトとチャイル
ドシートの正しい着用の徹底

・ 車に乗る時は、全ての座席におけるシートベル
ト又はチャイルドシート着用を徹底しましょう。

・ シートベルトとチャイルドシート着用の必
要性と効果について話し合い、正しい着用
を習慣付けましょう。

その四 飲酒運転の根絶
・ お酒を飲んでの運転は絶対にやめましょう。
・ 飲酒運転の悪質性・危険性や交通事故の悲惨
さについて話し合い、飲酒運転を許さない
環境づくりに努めましょう。

その五 交通安全新3S（シルバー・スロー・
シー）運動の推進

・ 「高齢者が見えたらスローダウン」、制限速
度を守り、一旦停止標識のある交差点や踏
切を通過する際は、手前で確実に一旦停止
して、前方・左右の安全確認を確実に行いま
しょう。

● 9月 「高齢者交通安全推進月間」
で 。高齢者が安心 道
路 利用で 交通社会 実現 、
正 交通 ーで高齢者 交通事
故防止 努 ょ 。

9月21日（日）～30日（火）
交通事故死ゼロを目指す日：9月30日（火）

越前町農業委員会  ☎34 ｰ 8704問合せ先

農地の転用には許可が必要です
農地転用とは？
　農地を宅地、工場用地、道路など農地以外の用途に転換することです。一時的に資材置場などにする場合
も農地転用になります。

※「農業振興地域の整備に関する法律」に基づく農用地区域内の土地の場合には、事前に農用地区域から除外する手続きが必
要です。申請地が「農用地区域内」の場合、「除外」手続き後、転用の手続きが可能になりますが、半年程度時間を要します
のでご注意ください。（除外申請受付は3月30日および8月30日まで）
※転用申請書は農業委員会へ提出してください。添付書類は、登記簿謄本、公図の写し、位置図、配置図、平面図などが必要
となります。
 なお、申請書の受付は毎月10日までです。（10日が祝日など休日の場合は、翌日の開庁日）
※許可書の交付後は、工事完了届などの提出が義務付けられます。

 農地の権利移動

 農業委員会の傍聴

　農地を農地のまま耕作目的で権利移動または設定するときに、当事者は農地
法第3条の規定により、農業委員会の許可が必要となります。（売買・贈与・貸
借権・使用貸借など）また、通常農地法3条の下限面積は50アールですが、右
記の区域は下限面積に代わるべき面積を定めています。

　総会は、合議体である農業委員会の最高議決機関です。通常、会長が招集し、毎月25日に開かれています。この
総会は、農業委員会などに関する法律第6条で農業委員会が処理すべき事項を審議あるいは協議し、決定していく場
です。総会の傍聴は、役場2階の農林水産課カウンターの傍聴者名簿に氏名などを記入するだけで、どなたでも傍聴
できます。ただし、日程は変更になる場合がありますので、農業委員会事務局にお問い合わせください。

農地法 許可が必要な場合 許可申請者 許　可　権　者

4　条 農地の所有者が農地を
転用する場合 農地を転用する者

県知事
農地が4ha を越える場合には農林水産
大臣（地域整備法に基づく場合を除く。）5　条

農地、採草放牧地を
転用するため売買などを
行う場合

売主（農地所有者）と
買主（転用事業者）

区　　域 面　　積
旧糸生村、
旧織田村 40アール

旧四ヶ浦町 30アール
旧城崎村 20アール

国民健康保険証の更新時期です
　現在の国民健康保険証の有効期限は9月30日までとなっています。新しい保険証は、9月下旬に簡易書
留郵便で各世帯へ郵送します。新しい保険証が届いたら、住所・氏名など記載内容を確認してください。
　もし、お手元に届かない場合は、役場住民課までお問い合わせください。

・大きさはキャッシュカードと同じ大きさです。　・表面は紙製、裏面がフィルム加工してあります。
※紛失した場合は、必ず住民課まで届け出てください。 住民課　☎34 ｰ 8708問合せ先

○表面 ○裏面

防災安全課  ☎34 ｰ 8721問合せ先

秋の交通安全県民運動秋の交通安全県民運動
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　AEDとは、心室細動など突然心臓が止まった人の救命に使われる医療機器です。町役場、生涯学習センター
や県の施設などに設置され、医師や看護師の資格がなくても使用することができます。

◎普通救命講習修了証をお持ちの人は、救命技能を忘れることなく、維持・向上させるため、2年から3年間隔で再講習
を受けてください。

○講習を受けられた人には、普通救命講習修了証を交付します。

○運動のできる服装でご参加ください。

○参加される人は、事前に申し込みをお願いします。
　（定員：各15人）

9月13日（土） 午前9時～12時
鯖江丹生消防組合朝日分遣所
（住所：内郡14‒14　電話：34‒0119）

9月20日（土） 午前9時～12時
鯖江丹生消防組合丹生分署
（住所：下河原25-13　電話：36-0119）

9月27日（土） 午前9時～12時
鯖江丹生消防組合越前分遣所
（住所：道口9-42　電話：37-0119）

鯖江・丹生消防組合職員

無　料

AED講習会　受講者募集！

日時・場所 講　　　師

費　　　用

保健衛生課　☎34‒8710申込・問合せ先

平成26年度　敬老会のお知らせ
　敬老会は、4地区で開催します。
　招待者は満77歳以上（昭和12年12月31日までに生まれた人）の皆さんです。

開　催　日 地区名 時　間 場　　所

9月15日（月）
（敬老の日）

朝　日 　10:00 ～ 朝日多目的ホール(越前町生涯学習センター横）

宮　崎 　10:40 ～ 宮崎コミュニティセンター　「アリーナ」
  （旧 宮崎農村環境改善センター）

織　田 　11:10 ～ 織田農村環境改善センター　「サンライズ織田」
越　前 　11:50 ～ アクティブランド体育館

高齢福祉課  ☎34 ｰ 8711
宮崎コミュニティセンター 宮崎住民サービス室 ☎32 ｰ 7711
越前コミュニティセンター 越前住民サービス室 ☎37 ｰ 7711
織田コミュニティセンター 織田住民サービス室 ☎36 ｰ 7711

問合せ先

計量器（はかり）の定期検査を受けましょう
　取引、証明などに使用される計量器（はかり）は、計量法の規定により、2年に1度定期検査を受けなけ
ればなりません。町内での検査日程は次のとおりです。該当する計量器を持っている人は必ず検査を受けて
ください。

　所在地検査は9月9日（火）、10日（水）で行います。

集合検査月日 受付時間 検査場所 対象地区

9月11日（木）
  9：30～ 12：00 越前コミュニティセンター 越前地区

13：30～ 16：00 織田コミュニティセンター 織田地区

9月12日（金）
  9：30～ 12：00 宮崎コミュニティセンター 宮崎地区

13：30～ 16：00 越前町役場別館 朝日地区

商工観光課　☎34 ｰ 8720問合せ先

　

新
市
町
村
振
興
宝
く
じ
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
の
収
益
金
は
、
市
や
町
の
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。
県
内
の
宝
く
じ
売
り
場
で
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

発
売
期
間

　

9
月
19
日（
金
）〜
10
月
10
日（
金
）

　

売
り
切
れ
し
だ
い
発
売
終
了
！

問
合
せ
先

　
（
公
財
）
福
井
県
市
町
振
興
協
会

　

☎
０
７
７
６‒

５
７‒

１
６
３
３

　

ご
み
減
量
対
策
の
一
環
と
し
て
、
生
ご
み
処
理
容
器
（
密
閉
バ
ケ
ツ
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
）、

家
庭
用
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
を
購
入
し
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
の
減
量
化
・
資
源

化
を
進
め
る
人
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

・
生
ご
み
処
理
容
器
（
密
閉
バ
ケ
ツ
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
）
を
購
入
し
た
町
内
の
団
体
、

お
よ
び
個
人
に
対
し
て
、
購
入
費
用
の
3
分
の
2
以
内
（
た
だ
し
、
密
閉
バ
ケ
ツ
は

 

２
，０
０
０
円
／
個
を
上
限
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
は
１
０
，０
０
０
円
／
個
を
上
限
と
し
ま

す
。）
を
助
成
し
ま
す
。

・
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
を
購
入
し
た
町
内
の
個
人
に
対
し
て
（
町
内
の
店
舗
で
の
購
入
に

限
り
ま
す
）
購
入
費
用
の
3
分
の
2
以
内
（
た
だ
し
、
４
０
，０
０
０
円
／
台
を
上
限
と
し

ま
す
。）
を
助
成
し
ま
す
。

　

補
助
金
の
助
成
を
受
け
る
人
は
、
商
品
を
購
入
す
る
前
に
申
請
書
を
保
健
衛
生
課
へ
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
購
入
後
の
申
請
は
助
成
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

保
健
衛
生
課　

☎
３
４-

８
７
１
０

新
市
町
村
振
興
宝
く
じ
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
は
県
内
の
市
町
で
購
入
を

生
ご
み
処
理
容
器
、電
動
式
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
補
助
金
制
度

　

本
年
度
の
「
ふ
く
い
健
康
長
寿
祭
」
は
、
福
井
市
で
開
催

し
ま
す
。

日　

時　

9
月
20
日（
土
）　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

会　

場　

ふ
く
い
健
康
の
森　

生
き
が
い
交
流
セ
ン
タ
ー
、

　
　
　
　

県
民
健
康
セ
ン
タ
ー
ほ
か　
（
入
場
無
料
）

○
講
演
会

　

京
都
大
学
大
学
院　

教
授　

森
谷
敏
夫 

氏

　
「
生
涯
現
役
！
目
か
ら
う
ろ
こ
の
生
活
改
善
法
」

〜
運
動
と
食
事
の
実
践
〜

○
長
生
き
健
康
体
操　

先
着
50
人

○
初
心
者
向
け
の
体
験
ヨ
ガ
講
座　

先
着
50
人

○
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診

　

対
象
40
歳
以
上
、
先
着
１
０
０
人

○
骨
密
度
測
定　

対
象
40
歳
以
上
、
先
着
50
人

○
体
験　

タ
イ
ル
ク
ラ
フ
ト
、
ち
ぎ
り
絵
、
和
紙
工
芸
、

　
　
　
　

押
し
花
、
グ
ラ
ス
ペ
イ
ン
ト
ほ
か

　
　
　
　
（
材
料
費
な
ど
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。）

○
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
大
会

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ

ン
ク
な
ど
12
種
目

※
当
日
、先
着
４
０
０
人
に
飲
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
使
え
る

お
買
物
券
（
３
０
０
円
分
）、
先
着
１
，０
０
０
人
に
粗
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

福
井
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
６‒

２
４‒

２
４
３
３

ふ
く
い
健
康
長
寿
祭
２
０
１
４
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　大正14年（1925）、仙台市生まれ。京都大学文学部哲学科卒。立命館大学教授、
京都市立芸術大学学長、国際日本文化研究センター初代所長などを経て、現在、同
センター顧問。日本ペンクラブ会長も務めた。平成11年（1999）、文化勲章受章。
　著書に、『隠された十字架　法隆寺論』（毎日出版文化賞）、『水底の歌　柿本人麿論』
（大佛次郎賞）、『ヤマトタケル』（大谷竹次郎賞）、『京都発見』など多数あり、二期に
わたる『梅原猛著作集』が刊行されている。近著『葬られた王朝　―古代出雲の謎
を解く―』、『うつぼ舟Ⅲ　世阿弥の神秘』、『人類哲学序説』。

新しい人類の哲学　ー現代文明のあり方を問うー

梅原　猛
（哲学者　越前学悠久塾名誉塾長）

平成26年9月28日（日） 　午後1時30分～

越前町朝日多目的ホール（越前町生涯学習センター横）

越前町教育委員会

演　題

講　師

日　時

場　所

主　催

講師紹介

※入場料無料、
　事前申込不要｡

越前町織田文化歴史館　☎36 ｰ 2288問合せ先

講演会のお知らせ
　

ど
ろ
ん
こ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

優
勝
チ
ー
ム
に
は
、
賞
金
10
万

円
（
大
人
混
合
の
部
）
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
ま
た
、
当
日
来
場
さ
れ
た

人
に
は
豪
華
景
品
が
当
た
る
宝
さ

が
し
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
ご
応
募
・

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　

9
月
21
日（
日
） 　

　
　
　
　
　

午
前
9
時
〜
（
小
雨
決
行
）

募
集
チ
ー
ム

　

大
人
混
合
の
部
（
中
学
生
以
上
） …
…
32
チ
ー
ム

　

女
性
の
部
（
中
学
生
以
上
） …
…
…
…
16
チ
ー
ム

　

子
ど
も
の
部
（
小
学
生
） …
…
…
…
…
8
チ
ー
ム

申
込
締
切　

9
月
7
日（
日
）

チ
ー
ム
編
成

　

大
人
混
合
の
部
…
4
人
制
（
女
性
1
人
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　

1
チ
ー
ム
6
人
ま
で
登
録
可

　

女
性
の
部
…
…
…
4
人
制
（
女
性
の
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　

1
チ
ー
ム
6
人
ま
で
登
録
可

　

子
ど
も
の
部
…
…
4
人
制
（
男
女
問
わ
な
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　

1
チ
ー
ム
6
人
ま
で
登
録
可

参
加
料

　

大
人
混
合
の
部
・
女
性
の
部　

６
，０
０
０
円

　

子
ど
も
の
部　

３
，０
０
０
円
（
1
チ
ー
ム
あ
た
り
）

申
込
・
問
合
せ
先

　

越
前
町
朝
日
観
光
協
会
（
越
前
町
観
光
連
盟
内
）

　

☎
３
７‒

１
２
３
４　

Ｆ
Ａ
Ｘ
３
７‒

１
８
０
５

越
前
町
合
併
10
周
年
記
念

第
8
回
越
前
町
朝
日
ど
ろ
ん
こ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
２
０
１
４
参
加
チ
ー
ム
募
集

　

越
前
海
岸
に
咲
く
可
憐
な
越
前
水
仙
の
魅
力
を
全
国
に
向

け
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
。
水
仙
や
ふ
る
さ
と
が
大
好
き
な
人

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員　

3
人

応
募
資
格 

福
井
県
在
住
の
18
歳
以
上
の
未
婚
女
性
（
高
校

生
を
除
く
）

 

水
仙
ま
つ
り
お
よ
び
そ
の
他
の
宣
伝
活
動
各
種

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
る
人

 

他
の
市
町
村
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
隊
に
選
ば
れ
て

い
な
い
人

応
募
方
法 

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
職
業
・
生
年
月
日
・

年
齢
・
最
終
学
歴
・
趣
味
・
自
己
Ｐ
Ｒ
を
明
記
し
、

上
半
身
ま
た
は
全
身
の
カ
ラ
ー
写
真
を
添
え
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　

10
月
4
日（
土
） 　

当
日
消
印
有
効

審
査
日　

10
月
19
日（
日
） 　

午
後
1
時
30
分

場　
　

所　

福
井
新
聞
社　

風
の
森
ホ
ー
ル

賞　
　

金　

20
万
円
（
水
仙
娘
3
人
）

　
　
　
　
　

副　

賞　

賞
状
楯
・
記
念
品
（
水
仙
娘
3
人
）

　
　
　
　
　

参
加
賞　

全
国
共
通
商
品
券
（
参
加
者
全
員
）

申
込
・
問
合
せ
先　

　

越
前
海
岸
観
光
協
会
連
合
会

（
越
前
町
観
光
連
盟
内
）

☎
３
７‒

１
２
３
４

水
仙
娘
募
集

　

町
で
は
、
道
の
駅
「
パ
ー
ク
イ
ン
丹
生
ヶ
丘
」
の
指
定
管

理
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

募
集
要
項
、
業
務
仕
様
書
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
商
工
観
光
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

指
定
期
間

　

平
成
27
年
4
月
1
日
〜
平
成
32
年
3
月
31
日
（
5
年
間
）

応
募
書
類
の
締
め
切
り

　

10
月
10
日
（
金
）
午
後
5
時
15
分　

商
工
観
光
課
必
着

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課　

☎
３
４‒

８
７
２
０

道
の
駅「
パ
ー
ク
イ
ン
丹
生
ヶ
丘
」の

指
定
管
理
者
を
募
集

Photrip

越
前
町
を
旅
行
し
て
見
つ
け
た
風
景
や
、

越
前
町
に
旅
行
し
た
く
な
る
よ
う
な
情
景
を

募
集
し
ま
す
。

応募締切

Facebook賞新設

2015年1月31日㈯（必着）

グランプリ　賞金10万円

撮影期間 2014年2月1日㈯以降に撮影されたもの

主催／越前町観光連盟
後援／越前町　越前町商工会　越前町朝日観光協会　越前町宮崎観光協会　越前町観光協会　織田観光協会　福井県観光連盟　福井県カメラ商組合　福井新聞社　丹南ケーブルテレビ

越前ふぉとりっぷ

第8回 越前大自慢写真コンテスト

作品
募集

越前大自慢写真コンテスト いいね!
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日　

時　

9
月
15
日（
月
・
祝
）　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場　

所　

福
井
県
司
法
書
士
会　

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

福
井
市
大
手
３
丁
目
15

12

　
　
　
　
　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ビ
ル
５
階

相
談
例　

・
一
人
暮
ら
し
の
今
後
が
不
安

　
　
　
　

・
知
的
障
害
を
持
つ
子
ど
も
の
将
来
が
心
配

　
　
　
　

・
遺
産
分
割
を
協
議
し
た
い
け
れ
ど
、
相
続
人
の

　
　
　
　
　

一
人
が
認
知
症
で
で
き
な
い

相
談
料　

無
料
（
事
前
予
約
不
要
）

　
　
　
　

※
対
面
面
談
の
ほ
か
、
電
話
に
よ
る
相
談
も
お
受

　
　
　
　
　

け
し
ま
す
。　

問
合
せ
先　

福
井
県
司
法
書
士
会

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
６‒

３
０‒

０
０
０
１

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め
の

成
年
後
見
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

10
月
1
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。
こ
の
「
法
の
日
」
を
記

念
し
、
福
井
県
司
法
書
士
会
で
は
次
の
と
お
り
、
無
料
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。

日　

時　

10
月
4
日（
土
）　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場　

所　

・
ふ
れ
あ
い
み
ん
な
の
館
さ
ば
え

　
　
　
　
　
（
鯖
江
市
上
鯖
江
１
丁
目
４‒

１
）

　
　
　
　

・
越
前
市
文
化
セ
ン
タ
ー
３
階

　
　
　
　
　
（
越
前
市
高
瀬
２
丁
目
３‒

３
）

相
談
料　

無
料
（
予
約
不
要
）

相
談
例　

・
不
動
産
の
相
続
や
売
買
・
登
記
に
関
す
る
こ
と

　
　
　
　

・
借
金
に
関
す
る
こ
と

　
　
　
　

・
成
年
後
見
に
関
す
る
こ
と

　
　
　
　

・
そ
の
他
訴
訟
に
関
す
る
こ
と

問
合
せ
先　

福
井
県
司
法
書
士
会

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
６‒

３
０‒

０
０
０
１

　

毎
年
恒
例
の
矯
正
展
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。
刑
務
所
の

施
設
見
学
会
・
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
即
売
・
各
種
イ
ベ

ン
ト
な
ど
楽
し
い
企
画
が
満
載
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

日　

時　

9
月
28
日（
日
）　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

場　

所　

福
井
刑
務
所
（
福
井
市
一
本
木
町
52
）

問
合
せ
先　

福
井
刑
務
所　

企
画
部
門
（
作
業
担
当
）

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
６‒

３
６‒

３
２
２
２

　

一
人
で
悩
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。
話
せ
る
誰
か
が
こ
こ
に

い
ま
す
。秘
密
厳
守
で
す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　

時　

9
月
23
日（
火
・
祝
）　

午
後
1
時
〜
午
後
5
時

場　

所　

丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　

容　

法
律
、
多
重
債
務
・
借
金
、
職
場
、
福
祉
、
心
と

　
　
　
　

か
ら
だ
の
健
康
に
関
す
る
相
談

※
弁
護
士
、
臨
床
心
理
士
、
精
神
科
医
師
、
消
費

者
セ
ン
タ
ー
相
談
員
、
社
会
保
険
労
務
士
な
ど

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

料　

金　

無
料
（
事
前
予
約
が
必
要
）

申
込
・
問
合
せ
先

　

福
井
県
丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

健
康
増
進
課

　

☎
５
１‒

０
０
３
４

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会
の
お
知
ら
せ

第
31
回
福
井
矯
正
展
の
お
知
ら
せ

悩
み
ご
と
総
合
相
談
会
の
お
知
ら
せ

日　

時　

10
月
5
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

場　

所

　

本
局
会
場　

福
井
地
方
法
務
局　

福
井
市
春
山
1
丁
目
1‒

54

　

敦
賀
会
場　

プ
ラ
ザ
萬
象　

敦
賀
市
東
洋
町
1‒

1

相
談
料　

無
料
（
法
律
相
談
は
要
予
約
）

相
談
例　

・
土
地
・
建
物
、
会
社
・
法
人
の
登
記
手
続
き
や
土

地
の
境
界
問
題
・
筆
界
特
定
に
関
す
る
手
続
き

　
　
　
　

・
遺
言
・
相
続
に
関
す
る
も
の

　
　
　
　

・
戸
籍
や
国
籍
の
取
得
に
関
す
る
も
の

予
約
・
問
合
せ
先

　

福
井
地
方
法
務
局
総
務
課　

☎
０
７
７
６‒

２
２‒

５
１
７
４

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
の
お
知
ら
せ

　

福
井
弁
護
士
会
の
弁
護
士
が
無
料
で
皆
さ
ん
の
ご
相
談
に

お
答
え
し
ま
す
。

期　

間　

平
成
26
年
9
月
〜
平
成
27
年
3
月

※
但
し
、
10
月
1
日
、
12
月
31
日
お
よ
び
2
月
1

日
休
止

日　

時　

毎
週
水
曜
日　

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時

場　

所　

越
前
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
2
階　

相
談
室

相
談
料　

無
料

相
談
内
容　

1
人
当
た
り
20
分
で
相
談
内
容
、
相
談
者
の
年

齢
な
ど
に
制
限
な
し
。
電
話
予
約
可
。

予
約
・
問
合
せ
先　

　

福
井
弁
護
士
会　

☎
０
７
７
６‒

２
３‒

５
２
５
５

弁
護
士
無
料
相
談
の
お
知
ら
せ

異文化理解講座と日本語指導ボランティア養成講座のお知らせ
異文化理解講座「第2回フランス編」
　身近な場所で、ロマンスの国フランスについて
学んでみませんか。フランス出身のデビニュー・
ニコラ氏がフランスの文化や風習、料理などを紹
介します。

日　時　9月8日（月）・22日（月）
　　　　午後7時～8時30分
場　所　越前町役場別館  1階  第1・2研修室
講　師　デビニュー・ニコラ 氏　
　　　　（フランス出身）
定　員　15人（5人以上で開講します）
受講費　1,000円　
申込・問合せ先
　越前町国際交流協会
　☎34―8713

日本語指導ボランティア養成講座（中級）
　外国語を話すのではなくて、日本語だけで外国
人に日本語を教える方法を学んでみませんか。

日　時　9月10日（水）・17日（水）・24日（水）
　　　　10月1日（水）・8日（水）・15日（水）・
　　　　22日（水）・29日（水）  （全8回）
　　　　午後7時30分～9時
場　所　越前町生涯学習センター
講　師　しくら日本語の会　村田　千津子 氏
定　員　15人（5人以上で開講します）
締　切　9月5日（金）
受講費　協会員　3,000円
　　　　非会員　4,000円
　　　　※受講者は越前町国際交流協会の会員に
　　　　　なっていただきます。
教材費　不要（講師が用意したものを使用）
申込・問合せ先　越前町国際交流協会
　　　　　　　　☎34―8713

越前町合併10周年記念　～食と技と絆の祭典～「越前まるごと元気フェア」
　10月18日（土）、19日（日）の2日間、越前陶芸村で
「越前まるごと元気フェア」を開催します。

  10月18日（土）

  9：30～　オープニングセレモニー
10：30～　越前町の特産品を使った新メニュー決定ショー
　　　　　　ゲスト：森崎友紀（料理研究家・タレント）
12：30～　越前町4地区中学校合同音楽祭
14：00～　トークショー
　　　　　　ゲスト：森崎友紀（料理研究家・タレント）

※よしもと新喜劇の出演者など、上記の内容については、変更
　になる場合があります。

10月18日（土）　10：00～ 16：00
10月19日（日）　10：00～ 18：00

イベントスケジュール

  10月19日（日）
13：30～　よしもと新喜劇特別公演（第1回公演）
　　　　　　座長：川畑泰史
　　　　　　出演：池乃めだか、Mr. オクレ他
15：00～　新メニュー決定ショー表彰式
16：00～　よしもと新喜劇特別公演（第2回公演）

企業展示コーナー、物産展示販売コーナー、体験コーナー、
キッズコーナー、グルメコーナーなど楽しい企画をご用意
しています。

☆9月中旬より、よしもと新喜劇観劇（ペア）応募
券付きプレミアムお買い物券を販売します。観
劇ご希望の方は、応募券に必要事項をご記入の
上、応募箱に投函してください。抽選の結果、
当選者に入場券はがきを送付いたします。

プレミアムお買い物券とは？
10周年記念で10%お得なお買物券
（1,000円分購入で1,100円分のお買い物が
できます）　

チケットはどこで買えるの？
越前町役場商工観光課または、各コミュニティセンター

ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

新メニューの決定ショーの参加者、まだまだ
募集中です！

越前まるごと元気フェア実行委員会
（越前町役場商工観光課内）
☎34 ｰ 8720

問合せ先
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平成26年度 工事等発注一覧（250万円以上） 7月16日～8月15日
工　事　等　名 請負金額 請負業者名 主 管 課

平成25年度（繰）水仙橋補修工事（その２） 33,480,000 円 ㈱大生 建 設 課

平成25年度（繰）町道血ヶ平梨子ヶ平線法面補修工事 13,824,000 円 岬建設㈱ 建 設 課

平成25年度（繰）水仙橋補修工事（その１） 10,584,000 円 ㈱大生 建 設 課

平成25年度（繰）町道福井線道路改良工事（その１） 5,832,000 円 ㈱森下組 建 設 課

平成26年度町道大樟道口線道路維持補修その２工事 5,000,400 円 ㈱四ヶ浦建設 建 設 課

平成26年度町道四ツ杉山中線道路改良工事（その２） 4,492,800 円 橋本建設㈱ 建 設 課

平成26年度町道気比庄・田中線測量調査設計業務委託 4,158,000 円 ㈱サンワコン 建 設 課

平成26年度町道小樟城ヶ谷線道路改良（災害防除）工事 3,855,600 円 ㈱四ヶ浦建設 建 設 課

平成26年度町道栃川線道路改良工事（その２） 2,743,200 円 ㈲江指組 建 設 課

平成26年度八田地区配水管布設替工事 10,108,800 円 オタ建設㈱ 上下水道課

平成26年度林道越前西部２号線法面保全工事 6,912,000 円 橋本建設㈱ 農林水産課

平成26年度防災備蓄倉庫整備工事 3,130,920 円 國成建設㈱ 防災安全課

国際交流室から一言国際交流室から一言
A  word  from  the  international  arena...

Vol. 100

♪タイの児童とオーストラリアの生徒が越前町を訪れます。♪
　越前町の小学校とタイのカセサート大学附属小学校との
交流は20年以上続きました。今年は9月21日（日）から9月
29日（月）の約1週間の間、タイの児童5人と1人の引率者が
越前町を訪れます。滞在中に訪問団は町内小学校の授業に
参加し、ホームステイや日本文化体験などをとおして日本の
ことを学びます。
　また、9月28日（日）から10月6日（月）まで、南オーストラ
リア州のバードウッド高校の生徒15人と引率者の2人が越
前町を訪れます。オーストラリアの生徒もホームステイで
日本の生活を体験し、学校や町内施設を訪れ、交流を深めま
す。滞在中にもし彼らを見かけましたら皆さんもお気軽に
声を掛けてください。越前町のおもてなしの心で歓迎しま
しょう。

国際交流室　☎34 ｰ 8713問合せ先

　

文
化
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
く
、
11
月
1
日
か
ら
3
日
ま
で
、
美
術
展
・
講
演
会
・
音
楽
祭
・

歴
史
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
町
の
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
新

た
な
発
見
と
感
動
が
待
っ
て
い
ま
す
。

◎
総
合
美
術
展

　

絵
画
・
書
道
・
写
真
・
工
芸
・
自
由
部
門
を
設
け
、
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

11
月
1
日（
土
）〜
3
日（
月
）　

午
前
9
時
〜
午
後
9
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

※
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

ホ
ワ
イ
エ
ほ
か

◎
文
化
講
演
会

　

女
優　

真
野
響
子
氏
に
よ
る
講
演

　

11
月
1
日（
土
）　

午
後
2
時
〜
午
後
3
時
30
分

　

越
前
町
朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル

◎
音
楽
祭

　
【
第
1
部
】
県
内
高
校
管
弦
楽
団
、
町
内
団
体
に
よ
る

 

ス
テ
ー
ジ

　
【
第
2
部
】
声
優
・
歌
手　

井
上
あ
ず
み
コ
ン
サ
ー
ト

　

11
月
2
日（
日
）

　

開
場  

午
後
0
時
30
分
〜　

 

開
演  

午
後
1
時
〜

　

越
前
町
朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル

◎
歴
史
・
文
化
め
ぐ
り
ツ
ア
ー

　

町
内
の
主
要
な
文
化
施
設
、
史
跡
・
仏
像
な
ど
の
指
定
文
化
財
を
め
ぐ
る
ツ
ア
ー
で
す
。

　

11
月
2
日（
日
）・
3
日（
月
）　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時　

　

募
集
定
員　

1
日
50
人

　

※
詳
細
は
10
月
号
で
ご
案
内
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

☎
３
４‒

２
０
０
０

　

織
田
文
化
歴
史
館　
　
　
　
　

☎
３
６‒

２
２
８
８
（
歴
史
・
文
化
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
）

越
前
町
合
併
10
周
年
記
念海

み

土ど

里り  

織
り
な
す  

芸
術
祭
２
０
１
４

越
前
町
合
併
10
周
年
記
念　
「
越
前
さ
か
な
ま
つ
り
」開
催

　

底
曳
き
網
漁
が
解
禁
と
な
る
9
月
、
越
前
海
岸
で
は
1
年
で
も
っ
と
も
多
く
の
種
類
の
魚

が
と
れ
、
漁
港
は
活
気
づ
き
ま
す
。
越
前
さ
か
な
ま
つ
り
は
「
見
て
、
買
っ
て
、
味
わ
え
る
」

イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

越
前
で
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮
な
魚
介
類
や
、
町
内
で
収
穫
さ
れ
た
農
作
物
を
販
売
す
る
て

ん
ぐ
り
も
ん
市
場
や
、
新
鮮
な
魚
介
類
を
調
理
し
た
グ
ル
メ
屋
台
、
ま
た
、
さ
か
な
の
つ

か
み
取
り
体
験
や
漁
船
乗
船
体
験
な
ど
漁
師
気
分
が
味
わ
え
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
さ
ら
に

充
実
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
来
場
者

が
参
加
し
て
楽
し
め
る
企
画
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

越
前
の
魚
の
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

9
月
20
日（
土
）・
21
日（
日
）

　
　
　
　
　

両
日
と
も
午
前
9
時
〜
午
後
3
時
ま
で

場　
　

所　

越
前
町
厨
漁
港
広
場

問
合
せ
先　

越
前
さ
か
な
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
（
越
前
町
観
光
連
盟
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

☎
３
７‒

１
２
３
４

平成24年ほほえみ交流の様子

平成24年オーストラリア交流の様子
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「
土
を
ひ
ね
る
」

　

雨
田
光
平
の
土
を
素
材
に
し
た

陶
彫
や
絵
付
け
を
行
っ
た
陶
器
。

作
品
制
作
中
の
光
景
を
う
た
っ
た

短
歌
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

会　
　

期　

9
月
30
日（
火
）〜
10
月
19
日（
日
）

開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

　
　
　
　
　
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

会
期
中
の
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

（
た
だ
し
体
育
の
日
10
月
13
日
は
開
館
し
、
10
月
14
日
を

休
館
と
い
た
し
ま
す
）

観
覧
料

　

一　

般　

１
０
０
円　
　

団　

体
（
20
人
以
上
）　

80
円

共
通
券
（
と
な
り
の
文
化
歴
史
館
が
見
学
で
き
ま
す
）

２
０
０
円

※
中
学
生
以
下
、
70
歳
以
上
の
人
は
無
料
で
す
。
入
館
の

際
、受
付
で
年
齢
の
わ
か
る
も
の
を
お
見
せ
く
だ
さ
い
。

会
場
・
問
合
せ
先　

雨
田
光
平
記
念
館　

☎
３
６‒

２
６
６
６

雨
田
光
平
記
念
館

秋
の
展
示
開
催
の
お
し
ら
せ

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

記
念
館
で
は
展
示
替
作
業
の
た
め
、
次
の
期
間
臨

時
休
館
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

臨
時
休
館
中
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
織
田
文
化
歴

史
館
（
☎
３
６‒

２
２
８
８
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

臨
時
休
館　

9
月
24
日（
水
）〜
29
日（
月
）

　

越
前
町
内

外
の
マ
リ
ン

バ
愛
好
者
と

ゲ
ス
ト
出
演

に
よ
り
、
マ

リ
ン
バ
の
美

し
い
音
色
と

快
い
演
奏
を

町
民
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
マ
リ
ン
バ
の
理
解
と
愛
好
者

の
拡
大
に
繋
げ
た
い
と
い
う
思
い
で
開
催
し
ま
す
。
二
回
目

と
な
る
今
回
は
、
マ
リ
ン
バ
と
二
胡
と
の
コ
ラ
ボ
演
奏
が
あ

り
ま
す
。

日　

時　

9
月
21
日（
日
）　

　
　
　
　

開
場
：
午
後
1
時　
　

開
演
：
午
後
1
時
30
分

場　

所　

越
前
町
朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル　

入
場
料　

無
料

出
演
者

　

ゲ
ス
ト　

Ｐ
ｕ
ｌ
ｓ
ｅ 

Ｄ
ｕ
（
平
岡
愛
子 

・ 

山
崎
智
里
）

　
　
　
　
　
ｃ
ｏ
ｔ
ｏ
ｒ
ｉ 

（
ふ
く
だ
な
る
み
・
い
と
う
ま
い
）

　

特
別
ゲ
ス
ト　

小
林
寛
明
（
二
胡
奏
者
）

　

県
内
愛
好
者　

ふ
く
い
マ
リ
ン
バ
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　

ま
り
ん
ば
好
き
っ
ぷ

　

町
内
愛
好
者　

Ｍ
ｅ
ｌ
ｏ
ｄ
ｉ
ｃ 
Ｂ
ｅ
ａ
ｔ 

Ｏ
Ｔ
Ａ

　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ｕ
Ｎ
マ
レ
ッ
ツ

　
　
　
　
　
　
　

ま
り
ん
ば
み
ゅ
ー
じ
っ
く
ぱ
ー
て
ぃ
ー
！

主　

催　

越
前
町
マ
リ
ン
バ
協
会　

問
合
せ
先

　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

☎
３
４‒

２
０
０
０

マ
リ
ン
バ
コ
ン
サ
ー
ト

マ
リ
ン
バ
の
響
き
in
え
ち
ぜ
ん 

”２
０
１
４
“

え
ち
ぜ
ん
I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

健
康
な
暮
ら
し
の
た
め
に

インスリンの仕事インスリンの仕事
　糖尿病の診断には血液中の糖の検査が必要だ　糖尿病の診断には血液中の糖の検査が必要だ
とお話してきました。なぜ、血中に、糖が増えてしとお話してきました。なぜ、血中に、糖が増えてし
まうのでしょうか？まうのでしょうか？
　血液中で、糖を一定に維持しようと働いている　血液中で、糖を一定に維持しようと働いている
のが、すい臓でつくられるインスリン（ホルモン）のが、すい臓でつくられるインスリン（ホルモン）
です。食べ物が入ると、インスリンが働き、細胞内です。食べ物が入ると、インスリンが働き、細胞内
に糖を取り込みます。に糖を取り込みます。
　この、インスリンを作り出す能力や使われ方に　この、インスリンを作り出す能力や使われ方に
は、個人差があります。食べ過ぎたり、飲み過ぎたは、個人差があります。食べ過ぎたり、飲み過ぎた
りすると、インスリンが多量に使われます。また、りすると、インスリンが多量に使われます。また、
肥満や運動不足、加齢などによって、インスリン肥満や運動不足、加齢などによって、インスリン
の分泌が不足したり、効きが悪く（インスリン抵抗の分泌が不足したり、効きが悪く（インスリン抵抗
性）なったりします。性）なったりします。

インスリンが不足するとインスリンが不足すると
　インスリンの分泌不足やインスリン抵抗性があ　インスリンの分泌不足やインスリン抵抗性があ
ると、血液中の糖が増えすぎてしまい、血液中のると、血液中の糖が増えすぎてしまい、血液中の
赤血球、白血球、血小板にベタベタとくっつきま赤血球、白血球、血小板にベタベタとくっつきま

す。（糖類が手にくっつくとベタベタしますね。そす。（糖類が手にくっつくとベタベタしますね。そ
んなイメージです）これによって、赤血球や白血んなイメージです）これによって、赤血球や白血
球などがうまく働かなくなります。このため、細胞球などがうまく働かなくなります。このため、細胞
に酸素を運搬できない、体に入ってきた細菌を殺に酸素を運搬できない、体に入ってきた細菌を殺
せない、血が止まりにくいなどの症状が起こってせない、血が止まりにくいなどの症状が起こって
きます。きます。

全身をむしばむ糖尿病全身をむしばむ糖尿病
　体の神経や眼、腎臓の細胞は特殊で、インス
リンがなくても糖を細胞内に取り込めます。血
中に糖が多くあると、これらの糖が細胞へ過剰
に入り込みます。このことにより、細胞がいた
み始め、「神経障害」「失明」「腎臓が働かない
状態」など糖尿病の合併症を引き起こします。
　このようにインスリンは、糖尿病の予防はも
ちろん、体の健康維持にも重要な鍵となってい
ます。

こちらこちら
健康増進室健康増進室

みんなで予防！糖尿病みんなで予防！糖尿病

健康増進室　☎36 ｰ 1375問合せ先

第6回

● わからないことがよく理解できた。
● 健診を受けるきっかけになった。

との感想が寄せられています。

〜
秋
風
を
感
じ
な
が
ら
町
内
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
〜

日　
　

時　

10
月
19
日（
日
）　

午
前
8
時
30
分
〜　

集
合
場
所　

越
前
陶
芸
村　

炎
ぼ
の
館

コ
ー
ス

越
前
陶
芸
村
を
発
着
点
と
し
た
約
8
㎞
の
コ
ー
ス

（
コ
ー
ス
上
に
4
つ
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
し
ま
す
）

参
加
資
格

町
内
の
方
・
町
外
の
方
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、小
学
生
以
下
の
場
合
は
保
護
者
同
伴
と
し
ま
す
。

1
チ
ー
ム
3
〜
5
人

（
1
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
事
務
局
で
3
人
以
上
に

調
整
し
ま
す
。）

参
加
料　

無
料

参
加
賞

　
越
前
ま
る
ご
と
元
気
フ
ェ
ア
お
買
い
物
券
１
，０
０
０
円
分

申
込
方
法

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
町
体
育
協
会
事

務
局
ま
た
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
各
分
館
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

9
月
26
日（
金
）で
す
が
、定
員
３
０
０
人
に
達
し
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

・
越
前
町
体
育
協
会
事
務
局

　
（
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
３
４‒

８
７
３
０

・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
宮
崎
分
館　

☎
３
２‒

７
７
１
２

・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
越
前
分
館　

☎
３
７‒

７
７
１
２

・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
織
田
分
館　

☎
３
６‒

７
７
１
２  

合
併
10
周
年
記
念
事
業　

越
前
町
体
育
協
会

越
前
町
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
２
０
１
４
参
加
者
募
集

いとうエコキャンドル開催
　9月21日（日）に、糸生地区で、「いとうエコキャンドル」が
開催されます。
　今年でキャンドル5周年を迎え、多彩な催しで楽しめます。

12：00～　キャンドルアートづくり
15：30～　芸能発表オープニング
17：00～　もちつき大会、保育所舞踏会、
　　　　　　バトントワラーズ・フェリーチェ特別演技
18：00～　点火式
18：30～　キャンドル舞踏会
※雨天時はキャンドルのみ23日に順延

場　　所　越前町生涯学習センター　糸生分館
問合せ先　越前町生涯学習センター　糸生分館　☎34‒5001
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健康増進室　☎36 ｰ 1375　保健衛生課　☎34 ｰ 8710問合せ先

接種期間 平成26年10月1日～平成27年3月31日
※この期間に接種できなかった場合は、その
後の接種は、全額自己負担となります。

　入院・入所で丹南5市町で受けることができない人は、健康増進室までご連絡をお願いします。

○越前町で、75歳以上の人を対象に実施している「肺炎球菌予防接種」は、9月30日まで
　が期限となっています。
○過去に、肺炎球菌予防接種を受けたことのある人は、はがきが届いても接種できません。

接種回数 1回

接種費用 自己負担額4,000円

指定医療機関

対象年齢

指定地域以外で予防接種を受けたい人

丹南5市町の指定医療機関（越前市、鯖江市、池田町、南越前町、越前町）
※事前に、指定医療機関に、電話などで予約してください。

※平成26年度（10月以降）に限り、3歳以降5歳未満で未接種の人は、定期接種（経過措置）と
　して、1回の接種が受けられますのでお問合わせください。

①平成26年度中に、65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳
　になる人および101歳以上になる人（下記の表で生年月日をご確認ください。）

②60歳以上65歳未満であって、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能の障害または
ヒト免疫不全ウィルスによる免疫の機能の障害を有する人で身体障害者手帳
1級の人　※②に該当する人は、申し出が必要です。

※年度ごとに対象となる人が変わります。下記表の人は、平成26年度のみ対象と
　なります。
対象年齢 生　　　年　　　月　　　日
65歳 昭和24年 4 月 2 日生～昭和25年 4 月 1 日生
70歳 昭和19年 4 月 2 日生～昭和20年 4 月 1 日生
75歳 昭和14年 4 月 2 日生～昭和15年 4 月 1 日生
80歳 昭和 9 年 4 月 2 日生～昭和10年 4 月 1 日生
85歳 昭和 4 年 4 月 2 日生～昭和 5 年 4 月 1 日生
90歳 大正13年 4 月 2 日生～大正14年 4 月 1 日生
95歳 大正 8 年 4 月 2 日生～大正 9 年 4 月 1 日生
100歳 大正 3 年 4 月 2 日生～大正 4 年 4 月 1 日生
101歳以上 大正 3 年 4 月 1 日以前生まれ

●高齢者用肺炎球菌ワクチン接種について

●水痘ワクチン接種について

【対象年齢】1歳から3歳の誕生日の前日 対象年齢の人には通知します。

定期予防接種定期予防接種ののお知らせお知らせ

10月1日から水痘（みずぼうそう）と
高齢者用肺炎球菌ワクチンが定期予防接種になります

○健康診査を受けることができる人は、次の①～③に該当する人です。健診当日は健康保険証を必ず、ご持参ください。
　①越前町国民健康保険に加入している40歳～74歳までの人
　②20歳から39歳までの職場などで健診を受診する機会のない人で、町の健診を希望する人
 　（必ず事前に申し込んでください）
　③後期高齢者医療保険に加入している人で、町の健診を希望する人（必ず事前に申し込んでください）
　上記以外の人は加入している医療保険によって異なりますので、各保険者へお問い合わせください。

○がん検診については医療保険に関係なく、職場などでがん検診を受診する機会のない人を対象に行っています。
　各検診日の3日前までに電話でお申し込みください。
　＊大腸がん検診の検便容器は、検診の受付時間にすべての会場で回収しています。
   ＊健康診査と同じ時間帯に、肝炎ウイルス検査および前立腺がん検診（血液検査）を実施しています。

健康増進室  ☎36 ｰ 1375　　保健衛生課  ☎34 ｰ 8710問合せ先

成人の健康診査成人の健康診査

実　施　日 会　　　　場 受付時間 健康
診査

肺がん
検診

胃がん
検診

乳がん
検診

子宮頸
がん検診

9 月12日（金） 山中児童館
　8：30～　9：30 ●
　9：00～　9：30 ● ●

9 月28日（日） 越前町役場
 8：30～　9：30 ●
　9：00～ 10：00 ● ●

10月 1 日（水） 越前町生涯学習センター糸生分館
 8：30～　9：30 ●
　9：00～ 10：00 ● ●
13：00～ 14：00 ● ●

10月 8 日（水）
越前コミュニティセンター（道口）

★午後はレディース健診

 8：30～　9：30 ●
　9：00～ 10：00 ● ●
13：00～ 14：00 ★ ★ ★ ★

10月19日（日） 織田農村環境改善センター「サンライズ織田」
 8：30～　9：30 ●
　9：00～ 10：00 ● ●

「心をいやす相談会」のご案内  

保健衛生課　☎34 ｰ 8710申込・問合せ先

9月26日（金）
午前9時30分～12時
越前町役場　別館

1人４５分程度
（秘密は厳守します）

無　料

千
せん

崎
ざき

　愛
あい

 さん（臨床心理士）

予約制（匿名でも可）

日　　時 カウンセラー

申し込み
場　　所

相談時間

料　　金

　「眠れない日が続いている」「ひどいストレスを感じている」「人間関係で悩んでいる」「気持
ちが落ち込んでいる」などつらい気持ちを自分ひとりで抱えていませんか？カウンセラーと話を
することで、解決の糸口が見つかることもあります。
　お気軽にご相談ください。ご家族の皆さんの相談にも応じます。

子どもの発達相談や、スクール
カウンセラー、大人のストレス相
談など幅広い経験をもった臨床
心理士が応じます。

対象者には、
はがき（接種券）
で通知します。
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新雪へ轍残して行き過ぎる 武藤　久子
両親の作った轍子に伝え 山内　千代

火の車明日を信じていた轍 山田千栄子
父が付く轍は子等の道標 松村　典子 広報えちぜん 26平成26年９月号27 広報えちぜん

平成26年９月号

今年度子宮頸がん　乳がん　大腸がんの無料クーポン券
対象者で、未受診の人（３０～５０歳代男女）

対象となる人

９月上旬～１２月中旬電話をする期間

午前8時30分～午後7時30分電話をする時間

・がん検診をおすすめします。
・がん検診を希望される人には日程などをご案内します。

電 話 の 内 容

　がん検診受診率の向上とがんによる死亡率を減らすため、福井県と町が協力し、電話でがん検診受診を
おすすめする事業です。対象となる人には、福井県がん検診受診勧奨センターから「がん検診受診のお願い」
の電話があります。

　乳がんでは、1つの細胞が1センチのがんに
なるまで、１５年もの時間がかかります。しかし、
1センチのがんが2センチになるには、たった1
年半しかかからないのです。
　1センチ以下のがんは検査しても発見が困難
で、乳がんの場合、早期がんは2センチまでを
さすため、検診を１～２年ごとに受けなければ、
がんを早期に発見できないことが分かります。
　早期がんでは、まず症状が出ないので、早期
にがんを発見するのが検診の役割です。
　がん予防には、①症状がないうちに定期的に
検査すること　②早期発見・早期治療で完治さ
せるこの「二段構え」が一番大切です。

～ ｢がん検診のススメより｣ ～

早期がんを発見できる時間は1～2年、早期がんを発見できる時間は1～2年、
だから毎年がん検診！だから毎年がん検診！

がん検診受診勧奨事業の対象年齢一覧表（5月中旬頃に無料クーポン券が送られています）

年　齢 性　別 生　　年　　月　　日 検　診　名
30歳 女 昭和58年4月2日～昭和59年4月1日

子宮頸がん検診
35歳 女 昭和53年4月2日～昭和54年4月1日
40歳 女 昭和48年4月2日～昭和49年4月1日

乳がん検診
45歳 女 昭和43年4月2日～昭和44年4月1日
50歳 男女 昭和38年4月2日～昭和39年4月1日

大腸がん検診
55歳 男女 昭和33年4月2日～昭和34年4月1日

がん検診受診勧奨事業について

健康増進室  ☎36 ｰ 1375　保健衛生課  ☎34 ｰ 8710問合せ先

ご自分のため
ご家族のために
ぜひ検診を
受けましょう。

15年
乳がんが
見つかるまでに

早期がんを発見できる時間

子育て子育て
アドバイスアドバイス
ko s o d a t e  

a d v i c e

早期がんのうちに
発見できる時間は、
たった

1～2年です。

～　お手伝い大好き　～
　お手伝いはやる気を育てる方法の1つです。
　自分の身の回りの事ができるようになると、大人のすることにあれ
もこれも興味・関心を持ち好奇心が旺盛になってきます。そんな時は、
ぜひ「いっしょにやってみる？」と声をかけてみて下さい。
　お手伝いにならない場合でも、遊びのような感覚で楽しませてあげ
ましょう。

子育て支援課  ☎34－8725問合せ先

お手伝いが上手になるには時間がかかりますが、喜んでもらえた事で、自信がつき次の意欲に
つながります。

お手伝いが終わったら
「ありがとう、助かったよ」
といった気持ちをつたえましょう。

「二度手間になって大変！」と思いがちですが、
まだまだ出来なくて当たり前の年頃です。
あたたかく見守ってください。

ましょう。

がん検診勧奨センター ☎0776ｰ98ｰ8015（～8017）

トラブル
注意報
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飲み物と間違えて
洗剤などを飲んでしまった

消費者生活の
ご相談は…

総務課 消費生活相談窓口  ☎34－8700
福井県消費生活センター　☎0776－22－1102
消費者ホットライン　　　☎0570－064－370

ひとことアドバイス

●小児や認知症の人がいる家庭では周囲の人が製品の使用や保管に十分注意を払いましょう。
●洗剤や殺虫剤、ガソリン等をペットボトルやコップなどに移し変えるのは間違いのもとです。
　絶対にしてはいけません。
●パック型洗剤はきちんと容器のふたを閉めて子どもの手の届かないところに保管しましょう。

　この他、公益財団法人日本中毒情報センターには1回分の洗剤を水溶性フィルムに包んだパック型の
製品（パック型洗剤）を小児が誤飲する事故が多数報告されています。

認知症の母が、
飲み物と思って買ってきた
食器用洗剤を冷蔵庫で保管
し、飲んでしまった。
（当事者：70歳代　女性）

事例1 茶渋を取ろうとマグカップ
に漂白剤を1センチほど入れて、そのま
ま外出した。帰宅後、そのことをすっか
り忘れて、そのマグカップに牛乳を入
れて飲んでしまった。（60歳代　女性）

事例2 田畑の作業中にの
どが渇き、ペットボトルに入れ
ていたガソリン入りの混合油
に誤って口を付けてしまった。

（70歳代　男性）

事例3



赤ペンにまたしかられた老いの誤字 向當みつ子
次々と修羅場を越えた丸い背な 原　榮子

轍見れば愚痴の一つもこぼれでる 山谷　ゆり
デコボコの轍に父も母もいた 司辻　文子 広報えちぜん 28平成26年９月号29 広報えちぜん
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9月の越前町関連の番組放送時間表

たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

特別番組

◎ 「Ｊｒ．＋（ジュニアプラス）」
朝日バレーボールスポーツ少年団
【 9月20日（土）～9月26日（金） 】
•月～金曜日　10：00～、15：00～、18：00～、22：00～
•土・日曜日　 8：00～、17：00～、20：00～

◎ 「越前町いきいき情報局」
定住促進の取り組みについて
【 8月30日（土）～9月12日（金）】
使用済み小型家電リサイクルについて
【 9月13日（土）～9月26日（金）】

 越前まるごと元気フェア
 ～食と技と絆の祭典～開催
【 9月27日（土）～10月10日（金）】
•毎日　7：55～、12：55～、19：55～

※番組は予告なく変更されることがありますので、
　ご了承ください。
問合せ先  丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課
　　　　   ☎21－3277   Eメール：smiletv@t-catv.co.jp
　　　　   URL　http://www.t-catv.co.jp

◎ Ｏ・ＴＡ・Ｉ・ＫＯ響2014
前編【9月21日（日）、23日（火）、25日（木）】
後編【9月28日（日）、30日（火）、10月2日（木）】
国内最大の和太鼓の祭典。全国で活躍する和太鼓グ
ループの迫力ある演奏をお楽しみください。
•前後編　10：00～、15：00～、22：00～

◎ 「～丹南ふれあい百景～おたっしゃ珍道中」
越前町で小さい秋探しの巻
【9月6日（土）～9月12日（金）】
•月～金曜日　10：30～、15：30～、18：30～、22：30～
•土・日曜日　 8：30～、17：30～、20：30～

◎ 「丹南キッズ～ことばのタイムカプセル～」
城崎南保育所
【9月6日（土）～9月12日（金）】
•月～金曜日　10：10～、15：10～、16：10～、20：10～
•土・日曜日　 8：10～、17：10～、20：10～

※その他の番組の放送予定は、電話またはホーム
ページでご確認ください。

★人気の本を読んでみよう！★

★宮崎子育て支援センターで「出張おはなし会」★

 1位 「豆の上で眠る」 湊　かなえ／著
 2位 「ないたカラス」 中島　要／著
 3位 「夢幻花」 東野圭吾／著
 4位 「村上海賊の娘　上巻」 和田　竜／著
 5位 「上野池之端麟や繁盛記」 西條奈加／著

 6 位 「虚ろな十字架」 東野圭吾／著
 7 位 「憂いなき街」 佐々木　譲／著
 8 位 「獏の檻」 道尾秀介／著
 9 位 「ペテロの葬列」 宮部みゆき／著
 10位 「アヴェ・マリアのヴァイオリン」 香川宜子／著

★7月3日「七夕のつどい」
・笹飾りの前で記念撮影
・パラシュートと風船遊び
・わらべうたと絵本
　パネルシアタークイズ
・パンと牛乳を食べながら
　おしゃべりタイム♪

　小さい時から絵本に親しんでもらおうと、わらべうたで手遊びをした後、絵
本の読み聞かせをしました。また、パネルシアターでは「何かなクイズ」もし
ました。皆さん、図書館にも遊びに来てくださいね。

6月1日～ 7月31日までに、越前町の図書館
でよく借りられた本（大人向け）です。

★年金からの住民税の天引き
（特別徴収）について

○年金からの住民税特別徴収制度とは
その年の4月1日時点で65歳の人は、年金にかかる住民税について、年金から天引きされるよ
うになります。
1期・2期は納付書または口座振替での納付ですが、3期・4期分は10月・12月・2月の年金支
給月に、3回に分けて天引きされます。
例）その年の住民税額が60,000円の場合

Ｑ： 65歳からは、ずっと年金からの天引きになるのですか？
Ａ： 65歳以上の人で、以下の条件に該当する人は、原則年金からの特別徴収になります。
 ①今年度、公的年金について住民税が課税される人
 ②老齢基礎年金などの年額が18万円以上の人
 ③越前町の介護保険料が公的年金から天引きされている人

 また、例外として、次の場合などでは、年金からの特別徴収は一時的に中止されます。
 ①前年度2月の年金から住民税が徴収されない人
 ②年度途中の申告または調査などにより、公的年金にかかる住民税額が変更となった人
 ③他の市区町村に転出した人

Ｑ： 年金以外の収入（給与や事業所得など）がある場合も、年金から天引きされますか？
Ａ： 公的年金からの特別徴収は、公的年金についてかかっている住民税のみが該当します。
　　収入全体から年税額を算出し、そのうち公的年金にかかる住民税を計算し、年金から天引きし
ます。

 他の収入の分の住民税については、給与からの天引き・納付書・口座振替などで納付していた
だくことになります。

徴収方法 普通徴収（納付書・口座振替） 特別徴収（年金天引き）

年金支給月 6月 8月 10月 12月 2月

徴収税額
年税額の4分の1 年税額の4分の1 年税額の6分の1 年税額の6分の1 年税額の6分の1

15,000円 15,000円 10,000円 10,000円 10,000円

 年金からの天引きが始まった次の年からは、納付書・口座振替での納付はなくなり、年金支給月の4・6・8・10・12・2
月の6回に分けて、年金天引きにより住民税を納めていただくことになります。

税務課  ☎34 ｰ 8709問合せ先

親子16組が
参加され
ました

に～ぎりぱっ
ちり♪

に～ぎりぱっ
ちり♪
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実　施　日 場　　所 電話番号

9 月 9 日（火） あ さ が お 保 育 園 34－1110

9 月10日（水） 朝 日 中 央 保 育 所 34－0081

9 月 4 日（木） 朝 日 西 保 育 所 34－5602

9 月11日（木） 朝 日 北 保 育 所 34－1762

9 月10日（水） 朝 日 南 保 育 所 34－1614

9 月 9 日（火） 宮 崎 中 央 保 育 所 32－2067

9 月 9 日（火） 小 曽 原 保 育 所 32－2039

毎 日 午 前 中 陶 の 谷 保 育 所 32－3014

毎 日 午 前 中 四 ヶ 浦 保 育 園 37－0305

常 時 西 徳 寺 保 育 園 37－1354

常 時 城 崎 南 保 育 所 39－1801

毎 週 木 曜 日 織 田 保 育 所 36－0160

毎 日 午 前 中 た い ら 保 育 園 36－0251

毎 日 午 前 中 は ぎ の 保 育 園 36－0396

※時間・内容などについては、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
8
月
15
日
現
在
）

（
8
月
15
日
現
在
）

え
ち
ぜ
ん
年
代
記　

第
百
九
回

え
ち
ぜ
ん
年
代
記　

第
百
九
回

え
ち
ぜ
ん
年
代
記　

第
百
九
回

おはよう !  からはじめる家族時間  ～工夫して家族の時間を増やしましょう～ 幾つもの轍を越えた出世魚 木下百合子
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8
月
は
猛
暑
の
一
方
で
、
非
常
に
勢
力
の
強
い

台
風
が
列
島
を
縦
断
し
、
各
地
に
大
き
な
爪
痕
を

残
し
ま
し
た
。
一
般
的
に
9
月
も
「
台
風
シ
ー
ズ

ン
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
も
災
害
に
対

す
る
備
え
は
万
全
に
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
か
ら
秋
分
の
日
に
か
け
て
は
昼
と

夜
の
長
さ
が
同
じ
に
近
づ
く
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
は
、
秋
分
の
日
で
も
昼
の
方
が
夜

よ
り
数
分
長
い
そ
う
で
す
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ

は
日
の
出
と
日
の
入
の
定
義
に
あ
り
ま
す
。
日
の

出
も
日
の
入
も
「
太
陽
の
上
辺
が
地
平
線
と
一
致

す
る
瞬
間
」
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し

も
「
太
陽
の
『
中
心
』
が
地
平
線
と
一
致
す
る
瞬

間
」
と
定
義
さ
れ
て
い
れ
ば
、
日
の
出
か
ら
日
の

入
ま
で
太
陽
が
移
動
す
る
道
の
り
と
、
日
の
入
か

ら
日
の
出
ま
で
太
陽
が
移
動
す
る
道
の
り
は
、
全

く
同
じ
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の
定
義
で

は
、
日
の
出
か
ら
太
陽
の
中
心
が
東
の
地
平
線
に

達
す
る
ま
で
と
、
太
陽
の
中
心
が
西
の
地
平
線
に

達
し
て
か
ら
日
の
入
ま
で
、
昼
の
ほ
う
が
、
そ
れ

ぞ
れ
太
陽
の
半
径
分
だ
け
長
い
道
の
り
を
移
動
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
昼
の
時
間
が

長
く
な
る
そ
う
で
す
。

人口と世帯
（8月1日現在）

　

8
月
16
日
に
オ
タ
イ
コ
・
ヒ
ル
ズ
で
開
か
れ
た

「
合
併
10
周
年
記
念
事
業　

O
・
T
A
・
I
・
K
O

響
２
０
１
４
」
で
の
一
コ
マ
で
す
。

　

今
年
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
O
・
T
A
・
I
・
K
O

響
の
25
周
年
と
越
前
町
合
併
10
周
年
を
記
念
し
た

総
勢
２
５
０
人
に
よ
る
「
２
５
０
人
太
鼓
〜
鼓
響

豪
語
〜
」
が
披
露
さ
れ
、
観
客
の
皆
さ
ん
は
そ
の

壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

人　口 23,092人

　男 11,143人
　女 11,949人
世帯数 7,338戸

（前月より3人減）

なかよしひろば（園開放）なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

西
田
中　

八
木　

郁
子
さ
ん
（
89
歳
）

内　

郡　

笹
本　
　

諭
さ
ん
（
81
歳
）

朝　

日　

川
端　

幸
治
さ
ん
（
61
歳
）

岩　

開　

織
田
驥
世
次
さ
ん
（
70
歳
）

気
比
庄　

岡
本　
　

勇
さ
ん
（
89
歳
）

栃　

川　

酒
井
ひ
さ
の
さ
ん
（
91
歳
）

下
糸
生　

土
井　

行
雄
さ
ん
（
86
歳
）

下
糸
生　

渡
邉　

キ
ノ
さ
ん
（
89
歳
）

上
糸
生　

松
村　

保
武
さ
ん
（
70
歳
）

上
糸
生　

戸
田
美
智
子
さ
ん
（
74
歳
）

樫　

津　

川
前
フ
ジ
子
さ
ん
（
93
歳
）

梅　

浦　

加
茂　

定
男
さ
ん
（
91
歳
）

梅　

浦　

橋
本　
　

薫
さ
ん
（
87
歳
）

道　

口　

盛
也　

忠
治
さ
ん
（
103
歳
）

市　

場　

和
田　

静
子
さ
ん
（
85
歳
）

細　

野　

伊
部　
　

昇
さ
ん
（
92
歳
）

西
田
中 

石
田　

愛あ

嵐ら
ん

（
悠
馬
、
男
）

東
内
郡 

与
坂　

夏な

穂ほ

（
斉
晶
、
女
）

朝　

日 

勝
見　

優ゆ

菜な

（
幸
弘
、
女
）

朝　

日 

奥
村　

実み

織お
り

（
好
司
、
女
）

岩　

開 

山
田　

彩い
ろ

葉は

（
克
範
、
女
）

佐
々
生 

天
谷　

太た
い

星せ
い

（
祐
次
、
男
）

八　

田 

下
宮　

将ま
さ

生き

（
健
、
男
）

小　

樟 

鈴
木　

陽ひ
な
た太

（
智
、
男
）

大　

樟 

親
﨑　

優ゆ
う

和わ

（
博
紀
、
男
）

道　

口 

齋
藤　

万ま

智ち

（
昌
一
、
女
）

上　

野 

坂
口　

慎し
ん

（
義
広
、
男
）

平　

等 

青
木　

更さ
ら

紗さ

（
宏
、
女
）

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
1616

―
雨
田
光
平
記
念
館
編
―

―
雨
田
光
平
記
念
館
編
―

Ｅ
子 

「
人
間
国
宝
」
っ
て
言
い
方
は
、
な
ん
だ
か
か
っ
こ
い

い
で
す
ね
！

学
Ｍ 

実
は
、
町
内
に
は
他
に
も
無
形
文
化
財
保
持
者
の
展

示
が
あ
る
の
で
す
。

Ｅ
子 

え
っ
藤
田
さ
ん
の
他
に
も
で
す
か
？

学
Ｍ 

で
は
と
な
り
の
雨
田
光
平
記
念
館
に
行
き
ま
し
ょ
う
か
。

（
雨
田
光
平
記
念
館
へ
移
動
）

学
Ｍ
＆
Ｅ
子　

こ
ん
に
ち
は
〜
。

管
理
人　

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！
こ
ん
に
ち
は
ー
。

学
Ｍ 

た
だ
い
ま
夏
の
展
示
が
終
了
間
際
に
な
っ
て
い
る
、

雨
田
光
平
記
念
館
に
や
っ
て
き
ま
し
た
！

Ｅ
子 

こ
こ
は
福
井
県
出
身
の
彫
刻
家
、
雨
田
光
平
氏
の
作

品
を
展
示
し
て
い
る
の
で
す
よ
ね
？
ん
？
で
も
第
2

展
示
室
に
は
、い
ろ
ん
な
種
類
の
作
品
が
あ
り
ま
す
ね
。

管
理
人　

そ
う
で
す
。
雨
田
氏
は
彫
刻
家
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
方
で
す
が
、
絵
も
描
き
ま
す
し
短
歌
を
詠
ん
だ

り
も
し
て
い
ま
し
た
。

 

他
に
は
音
楽
家
と
し
て
も
、
活
動
し
て
い
た
の
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
で
音
楽
院
教
授
か
ら
ハ
ー
プ
を
習
っ
て
い

ま
し
た
し
、
東
京
美
術
学
校
（
現
東
京
藝
術
大
学
）
の

学
生
だ
っ
た
頃
に
は
、
琴
の
箏そ

う

曲き
ょ
く

京き
ょ
う

極ぎ
ょ
く

流り
ゅ
うに
弟
子
入

り
し
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

え
え
〜
な
ん
で
も
で
き
る
人
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

学
Ｍ 

そ
う
！
そ
の
箏
曲
京
極
流
で
す
！

Ｅ
子 

え
？

管
理
人　

雨
田
氏
は
彫
刻
家
と
し
て
活
動
を
は
じ
め
た
後
も
、

音
楽
活
動
は
続
け
て
い
き
、
箏
曲
京
極
流
で
は
二
代

目
宗
家
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
！

学
Ｍ 

そ
し
て
昭
和
48
年
、箏
曲
京
極
流
は
国
か
ら「
記
録
作

成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
文
化
財
」、
通
称
「
選

択
無
形
文
化
財
」に
指
定
さ
れ
ま
し
た
！

Ｅ
子 

う
ー
ん
。
知
ら
な
い
言
葉
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き
ま
す
。

し
か
も
今
度
は
長
い
な
あ
。

学
Ｍ 

こ
れ
は
「
重
要
無
形
文
化
財
」
と
は
違
い
ま
す
。
重
要

無
形
文
化
財
以
外
の
無
形
文
化
財
か
ら
指
定
さ
れ
、

京
極
流
の
場
合
は
国
の
予
算
で
、
保
持
者
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
雨
田
氏
の
演
奏
を
記
録
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

Ｅ
子 

な
る
ほ
ど
！
と
こ
ろ
で
箏
曲
京
極
流
は
、
ど
ん
な
音

楽
な
の
で
す
か
？

学
Ｍ 

う
ー
ん
。
多
分
、Ｅ
子
ち
ゃ
ん
が
み
た
こ
と
の
あ
る
琴

の
演
奏
で
は
、
着
物
を
着
た
人
が
手
に
爪
を
つ
け
て

弾
い
て
い
る
よ
ね
。

Ｅ
子 

そ
う
で
す
。

学
Ｍ 

ま
ず
こ
の
作
品
を
見
て
く
だ
さ
い
。

Ｅ
子 

あ
、
こ
の
彫
刻
、
陶
器
製
な
の
で
す
ね
。
な
ん
か
平
安

時
代
の
人
み
た
い
な
格
好
を
し
た
お
じ
い
さ
ん
が
、

琴
を
弾
い
て
い
ま
す
。

学
Ｍ 
そ
う
。
こ
れ
が
箏
曲
京
極
流
の
男
性
の
正
装
な
の
で

す
よ
。
そ
し
て
お
じ
い
さ
ん
の
顔
を
見
て
。

Ｅ
子 

え
ー
と
口
を
開
け
て
い
ま
す

ね
。
な
ん
だ
か
歌
っ
て
い
る

み
た
い
で
、お
も
し
ろ
ー
い
。

学
Ｍ 

こ
こ
重
要
で
す
！
京
極
流
は

弾
き
語
り
の
琴
な
の
で
す
よ
。

Ｅ
子 

そ
ん
な
の
が
あ
る
の
で
す
か
、

知
ら
な
か
っ
た
な
あ
。
じ
ゃ

あ
こ
れ
は
も
し
か
し
て
、
雨
田
光
平
さ
ん
が
演
奏
し

て
い
る
自
分
自
身
を
つ
く
っ
た
像
な
の
で
す
か
？

学
Ｍ 

そ
う
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
管
理
人
さ
ん
、今

日
は
こ
こ
の
学
芸
員
Ｋ
さ
ん
は
？

管
理
人　

Ｋ
さ
ん
な
ら
月
末
の
展
示
替
に
備
え
て
、
遅
い
夏

休
み
を
と
っ
て
い
ま
す
。
Ｍ
さ
ん
に
も
手
伝
っ
て
も

ら
う
っ
て
言
っ
て
い
ま
し
た
よ
〜
。

学
Ｍ 

え
え
〜
！？

み
の
り
を
授
け
た
神
様
は
ど
こ
へ
ゆ
く
？

　

そ
ろ
そ
ろ
秋
の
祭
り
の
準
備
が
始
ま
る
季
節
で
す
ね
。
夕
暮
れ
時

に
な
る
と
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
お
囃は

や

子し

の
練
習
が
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
町
内
各
地
区
で
は
9
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
秋
祭
り
、
刈か

り

上あ
げ

祭

り（「
カ
リ
ン
テ
」と
呼
ぶ
地
区
も
あ
る
そ
う
で
す
）と
呼
ば
れ
る
祭
り

が
行
わ
れ
ま
す
。
五
穀
豊
穣
、
つ
ま
り
穀
物
な
ど
の
農
作
物
が
豊
作
で

あ
っ
た
こ
と
、そ
れ
か
ら
今
年
も
無
事
に
農
作
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
を
神
様
に
感
謝
す
る
お
祭
り
で
す
。

　

さ
て
6
月
号
で
は
、農
作
業
を
見
守
る
た
め
に
村
に
や
っ
て
く
る
田

の
神
様
の
話
を
し
ま
し
た
が
、無
事
に
役
目
を
終
え
た
神
様
は
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

農
業
を
中
心
に
生
活
し
て
き
た
人
々
の
間
で
は
、役
目
を
終
え
た
田

の
神
様
は
村
を
出
て
、
山
に
帰
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
内
で
も

地
区
に
よ
っ
て
日
が
違
い
ま
す
が
、
12
月
に
「
田
の
神
さ
ん
」
ま
た
は

「
田
の
神
様
」と
呼
ば
れ
る
日
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
日
、
山
に
帰
る
田
の

神
様
の
た
め
に
、家
々
で
は
ぼ
た
餅
な
ど
の
ご
ち
そ
う
を
作
っ
て
供
え

ま
し
た
。
山
に
帰
っ
た
神
様
は
、今
度
は「
山
の
神
様
」と
呼
ば
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
て
12
月
9
日
は
「
山
祭
り
」
と
呼
ば
れ
る
日
で
、
天
気
が
荒
れ
る

日
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
に
山
に
入
る
と
け
が
を
す

る
。
山
の
神
様
が
仕
事
を
し
て
い
る
か
ら
山
に
入
っ
て
は
い
け
な
い
、

と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
林
業
な
ど
山
に
関
係
す
る
仕
事

を
し
て
い
る
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、山
の
神
様
に
感
謝
す
る
大
切
な
日

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

昔
話
に
山
祭
り
は
、山
の
神
様
が
自
分
の
住
ん
で
い
る
山
の
木
を
数

え
る
日
で
あ
る
、
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
日
、
う
っ
か
り
山
に

入
っ
て
し
ま
っ
た
木
こ
り
は
偶
然
で
あ
っ
た
山
の
神
様
に
、山
の
木
の

一
本
と
し
て
数
え
ら
れ
、そ
の
場
で
木
に
な
っ
て
し
ま
い
二
度
と
帰
っ

て
こ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。雨

田
光
平
記
念
館　

学
芸
員　

小
辻
陽
子
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※
休
日
当
番
医
の
診
療
時
間
は
、
9：
00
～
17
：
00
で
す
。
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
前
に
電
話
や
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
月

火
水

木
金

土

9 ／ 1

結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

2
離
乳
食
教
室

9：
30
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
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